
議会だより
まちのわだい
保健センター情報・子育て支援
市立病院だより・人権コーナー
情報コーナー
『モリアオガエル』

2～7
8・9

10～13
14～15
16～29

30

総　数　37,825人（-113）
男　　18,112人（-58）
女　　19,713人（-55）

世帯数　13,198世帯（+1）

平平成成1199年年55月月１１日日現現在在

宇陀市の「う」の字をモチーフに、大宇陀町・菟田野町・榛原町・室生村の４町村の合併と宇陀市の誕
生を４つの花弁の開花で表し、レッドは活力を、グリーンは豊かな自然を、ブルーは清らかな水をイメ
ージ。全体として宇陀市の魅力と活力あふれる将来像を表徴しています。 Public Information UDA

月号
June

2007（平成１9年） N0.18

NHKのど自慢（４月２９日生放送分） 関連記事はまちのわだい（９頁）に掲載しています。
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広報うだ　 2

第
１
回
臨
時
会

議
長
に
小
林
一
三
氏
、
副
議
長
に
坂
本
徹
矢
氏

小林一三議長

坂本徹矢副議長

就
任
ご
挨
拶

さ
わ
や
か
な
初
夏
の
季
節
と

な
り
、
皆
さ
ま
方
に
は
、
ま

す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
議
会
活
動
に
温
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

私
達
は
、
過
日
の
臨
時
会

に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位

の
ご
推
挙
に
よ
り
、
議
長
・

副
議
長
の
要
職
を
務
め
さ
せ

て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

誠
に
身
に
余
る
光
栄
に
存

じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
重

責
を
改
め
て
痛
感
し
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま

す
。
今
後
と
も
公
正
で
開
か

れ
た
議
会
運
営
に
全
力
を
尽

く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
今
日
、
地
方
分
権
の

進
展
、
少
子
高
齢
化
社
会
、

行
財
政
改
革
や
防
災
対
策
、

環
境
問
題
等
と
相
ま
っ
て
、

自
治
体
を
取
り
巻
く
社
会
経

済
情
勢
は
厳
し
い
状
況
を
迎

え
て
い
ま
す
が
、
宇
陀
市
に

お
い
て
は
、
合
併
後
２
年
目

に
入
り
、
大
き
く
意
識
改
革

を
し
て
、
さ
ら
な
る
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
た
施
策
展
開
を

行
い
、
い
よ
い
よ
将
来
に
向

け
て
の
活
気
と
個
性
、
魅
力

あ
る
都
市
・
宇
陀
市
の
礎
を

築
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
多
様
化
す
る
市
民
の
皆

様
の
要
望
に
応
え
る
べ
く
市

政
発
展
と
健
や
か
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、
議
員
自
ら
が
研
鑽

け
ん
さ
ん

を
重
ね
、
議
会
機
能
の
更
な

る
充
実
と
活
性
化
を
図
り
つ

つ
、
市
民
福
祉
の
向
上
に
努

力
を
傾
注
し
て
参
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
市
民
の
皆
様

方
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議
　
　
長
小
林
　
一
三

副
議
長
坂
本
　
徹
矢

監
査
委
員
玉
岡
　
　
武

◎
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
山
本
　
繁
博

副
委
員
長
大
澤
　
正
昭

委

員

上
田
　
　
　
　
山
本
　
良
治

井
戸
本
　
進
　
中
山
　
一
夫

辻
谷
　
禎
夫
　
　
橋
　
重
明

土
井
　
英
治

◎
常
任
委
員
会

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長
山
本
　
良
治

副
委
員
長
峠
谷
　
安
寛

委

員

井
谷
　
憲
司
　
上
田
　
　
　

多
田
與
四
朗
　
　
橋
　
重
明

竹
内
　
幹
郎
　
泉
岡
　
正
昭

○
福
祉
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長

辻
谷
　
禎
夫

副
委
員
長

大
西
　
　
進

委

員

田
村
　
幹
夫
　
大
澤
　
正
昭

山
本
　
繁
博
　
森
下
　
裕
次

広
沢
　
和
夫

○
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長

井
戸
本
　
進

副
委
員
長

中
山
　
一
夫

委

員

坂
本
　
徹
矢
　
山
本
　
新
悟

土
井
　
英
治
　
玉
岡
　
　
武

小
林
　
一
三

◎
特
別
委
員
会

○
地
域
開
発
振
興
特
別
委
員
会

委
員
長

多
田
與
四
朗

副
委
員
長

土
井
　
英
治

委

員

井
谷
　
憲
司
　
山
本
　
良
治

峠
谷
　
安
寛
　
田
村
　
幹
夫

井
戸
本
　
進
　
山
本
　
繁
博

○
環
境
水
源
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長

大
澤
　
正
昭

副
委
員
長

橋
　
重
明

委

員

森
下
　
裕
次
　
泉
岡
　
正
昭

玉
岡
　
　
武
　
小
林
　
一
三

広
沢
　
和
夫

○
市
立
病
院
建
設
特
別
委
員
会

委
員
長

広
沢
　
和
夫

副
委
員
長

大
西
　
進

委

員

井
谷
　
憲
司
　
山
本
　
良
治

井
戸
本
　
進
　
中
山
　
一
夫

山
本
　
繁
博
　
山
本
　
新
悟

橋
　
重
明
　
土
井
　
英
治

○
行
政
改
革
特
別
委
員
会

委
員
長

上
田
　
　
　

副
委
員
長

中
山
　
一
夫

委

員

坂
本
　
徹
矢
　
山
本
　
新
悟

辻
谷
　
禎
夫
　
竹
内
　
幹
郎

大
西
　
　
進

○
議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会

委
員
長

泉
岡
　
正
昭

副
委
員
長

井
谷
　
憲
司

委

員

山
本
　
良
治
　
峠
谷
　
安
寛

田
村
　
幹
夫
　
井
戸
本
　
進

中
山
　
一
夫
　
山
本
　
繁
博

坂
本
　
徹
矢
　
大
西
　
　
進

玉
岡
　
　
武

○
政
治
倫
理
条
例
検
討
特
別
委

員
会

委
員
長

橋
　
重
明

副
委
員
長

山
本
　
新
悟

委

員

上
田
　
　
　
　
大
澤
　
正
昭

多
田
與
四
朗
　
森
下
　
裕
次

辻
谷
　
禎
夫
　
土
井
　
英
治

竹
内
　
幹
郎
　
小
林
　
一
三

広
沢
　
和
夫

德

德

德

德



■
平
成
18
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

県
知
事
選
挙
の
執
行
経
費

８，

７
７
４
千
円
の
増
額
で
、

補
正
後
の
予
算
総
額
は
、
２

４，
０
６
４，
５
１
３
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

（
９，
４
５
８
千
円
）

・
道
路
台
帳
補
正
業
務
委
託

料
（
２
３，
２
７
５
千
円
）

・
都
計
道
路
測
量
設
計
及
び

地
図
作
成
業
務
委
託
料

（
２
５，
０
０
０
千
円
）

・
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用

計
画
策
定
業
務
委
託
料

（
４，
４
０
０
千
円
）

・
学
校
給
食
調
理
場
増
築
工

事
及
び
器
具
購
入
費
等

（
１
２，
０
０
０
千
円
）

２
　
歳
入

・
自
動
車
取
得
税
交
付
金

・
分
担
金
及
び
負
担
金

（
９，
９
３
６
千
円
）

・
国
庫
支
出
金

（
３
０
６，
１
２
８
千
円
）

・
県
支
出
金

（
１
４
３，
４
６
４
千
円
）

・
繰
入
金
（
△
１
２
８，
９

９
９
千
円
）

・
市
債
（
△
１
２
６，
３
０

０
千
円
）

３
　
地
方
債
の
追
加

・
繰
越
明
許
費
18
事
業
合
計

（
９
８
７，
１
１
５
千
円
）

４
　
地
方
債
の
追
加
・
変
更

・
合
計
８
事
業
（
△
１
２
６，

３
０
０
千
円
）

◆
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

歳
入
の
財
源
更
正
に
よ
る

も
の
で
予
算
総
額
に
変
更
あ

り
ま
せ
ん
。

◆
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
施

設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
給
付
費

等
保
険
給
付
費
等
の
執
行
見

込
減
に
よ
る
６
５，
３
７
５

千
円
の
減
額
で
、
補
正
後
の

予
算
総
額
は
、
２，
５
４
２，

６
８
６
千
円
で
あ
る
。

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
大

宇
陀
区
南
部
簡
易
水
道
及
び

小
附
簡
易
水
道
施
設
が
、
落

雷
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
た

め
こ
れ
の
修
理
に
要
す
る
費

用
と
し
て
総
務
費
で
２，
３

８
０
千
円
の
増
額
で
、
補
正

後
の
予
算
総
額
は
、
１，
１

１
０，
７
４
２
千
円
で
あ
る
。

◆
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

収
益
的
支
出
の
科
目
更
正

に
よ
る
も
の
で
、
予
算
総
額

に
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
平
成
19
年
度
当
初
予
算

平
成
19
年
度
各
会
計
当
初

予
算
は
、
各
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、
慎
重
な
審
査
を

行
い
、
本
会
議
で
採
決
の
結

果
、
す
べ
て
の
会
計
予
算
に

つ
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
第
１
回
定
例
会

は
、
３
月
５
日
か
ら
20
日
ま

で
の
16
日
間
で
開
か
れ
ま
し

た
。今

期
定
例
会
で
は
、
平
成

19
年
度
の
当
初
予
算
、
条
例

の
制
定
及
び
一
部
改
正
な
ど

の
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。議

会
で
の
審
議
の
結
果
、

全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

な
お
、
主
な
審
議
の
内
容

は
次
の
通
り
で
す
。

第1回
定例会

宇
陀
市
議
会
だ
よ
り

専
　
決
　
処
　
分

予
　
算
　
関
　
係

条
例
制
定
な
ど

総
額
は
２
４，
２
０
７，
６
５

９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
の
主
な
内
容
は
次
の

通
り
で
す
。

１
　
歳
出
（
主
な
増
額
分
）

・
退
職
手
当
組
合
特
別
負
担

金
（
７
２，
６
０
３
千
円
）

・
福
祉
会
館
解
体
工
事
費

（
１
１，
０
０
０
千
円
）

・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
整
備
事
業
費
及

び
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

基
盤
整
備
事
業
費
（
６
５

３，
０
７
６
千
円
）

・
課
税
基
礎
資
料
統
合
委
託

料
（
６
１，
０
０
０
千
円
）

・
知
的
障
害
者
施
設
訓
練
等

支
援
費（

８，
９
６
０
千
円
）

・
介
護
施
設
整
備
推
進
補
助

金
及
び
過
年
度
国
庫
支
出

金
返
還
金

（
１
１，
２
０
０
千
円
）

・
生
活
保
護
費

◆
宇
陀
市
行
政
組
織
条
例
の

一
部
改
正

行
政
改
革
に
よ
る
組
織
改

編
に
伴
い
、
企
画
調
整
部
を

廃
し
、
総
務
部
及
び
財
務
部

に
引
き
継
ぐ
た
め
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
代
替
バ
ス
事
業
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

市
内
の
４
区
間
の
バ
ス
路

線
の
廃
止
に
伴
い
、
生
活
交

通
を
維
持
・
確
保
す
る
代
替

バ
ス
を
運
行
す
る
た
め
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
職
員
定
数
条
例
の

一
部
改
正

行
政
改
革
に
よ
る
組
織
改

編
に
伴
い
、
職
員
定
数
を
一

般
事
務
部
局
を
３
８
５
人

に
、
市
営
水
道
の
事
務
部
局

を
31
人
に
、
教
育
委
員
会
の

事
務
部
局
を
１
８
５
人
に
そ

れ
ぞ
れ
変
更
す
る
た
め
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

４
時
間
の
連
続
す
る
勤
務

時
間
ご
と
に
設
け
ら
れ
て
い

た
15
分
の
休
息
時
間
を
廃
止

す
る
た
め
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

【
平
成
18
年
度
補
正
予
算
】

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
事

務
事
業
費
の
決
定
や
執
行
経

費
の
精
算
人
件
費
と
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
整
備
事
業
や
合
併
関
連
の

事
業
、
そ
の
他
急
を
要
す
る

経
費
の
増
減
、
繰
越
明
許
費

並
び
に
地
方
債
の
補
正
を
行

い
、
１
４
３，
１
４
６
千
円

の
増
額
で
、
補
正
後
の
予
算
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◆
宇
陀
市
の
特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
、

費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正当
分
の
間
、
行
政
改
革
に

よ
る
市
の
非
常
勤
の
特
別
職

の
職
員
の
月
額
報
酬
の
減
額

並
び
に
、
１
日
の
会
議
等
が

４
時
間
以
内
の
場
合
の
日
額

報
酬
額
は
、
２
分
の
１
の
額

◆
宇
陀
市
の
特
別
職
の
職
員

で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及

び
旅
費
に
関
す
る
条
例
及

び
宇
陀
市
教
育
長
の
給
与
、

勤
務
時
間
そ
の
他
勤
務
条

件
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

厳
し
い
財
政
事
情
に
か
ん

が
み
、
市
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
の
答
申
を
受
け
、
特
別

職
の
給
料
を
当
分
の
間
、
減

額
す
る
も
の
で
、
改
正
の
主

な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

・
市
長
（
△
15
％
）

６
９
７，

０
０
０
円

・
副
市
長
（
△
10
％
）

６
１
２，
０
０
０
円

・
地
域
自
治
区
長
（
△
５
％
）

４
７
０，
２
５
０
円

・
教
育
長
（
△
10
％
）

５
１
３，
０
０
０
円

◆
宇
陀
市
の
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

が
、
実
施
期
間
が
満
了
し
た

た
め
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
立
学
校
設
置
条
例

の
一
部
改
正

◆
奈
良
県
立
大
宇
陀
高
等
学

校
宇
陀
市
立
菟
田
野
分
校

授
業
料
等
に
関
す
る
条
例

の
廃
止

２
つ
の
条
例
は
、
奈
良
県

立
大
宇
陀
高
等
学
校
宇
陀
市

立
菟
田
野
分
校
が
、
平
成
19

年
３
月
31
日
に
閉
校
と
な
る

た
め
改
正
・
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。

◆
宇
陀
市
公
民
館
条
例
の
一

部
改
正

奈
良
県
立
大
宇
陀
高
等
学

校
宇
陀
市
立
菟
田
野
分
校
の

一
室
を
、
宇
賀
志
公
民
館
と

し
て
お
り
、
同
校
の
閉
校
に

伴
い
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
長
寿
祝
金
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

合
併
前
の
旧
町
村
の
対
象

者
及
び
祝
金
の
支
給
を
見
直

し
、
新
た
な
基
準
を
制
度
化

す
る
た
め
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

１
　
長
寿
祝
金
等
の
支
給

（
第
２
条
関
係
）

長
寿
祝
金
等
制
度
は
、
満

88
歳
の
市
民
に
３
千
円
相
当

の
金
品
を
支
給
す
る
も
の
で

す
。

一
部
改
正

◆
宇
陀
市
技
能
労
務
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
及
び

宇
陀
市
水
道
事
業
に
従
事

す
る
企
業
職
員
の
給
与
の

種
類
及
び
基
準
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

当
分
の
間
、
厳
し
い
財
政

事
情
に
か
ん
が
み
、
行
政
改

革
に
よ
り
、
職
員
の
給
与
を

減
額
す
る
と
共
に
、
手
当
の

改
正
を
行
う
た
め
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

１
給
料
月
額
を
５
％
を
減
じ

た
額
と
す
る
。

２
管
理
職
手
当
の
定
額
化
に

伴
い
現
行
の
経
過
措
置
を

廃
止

３
扶
養
親
族
に
対
す
る
扶
養

手
当
（
配
偶
者
以
外
）
を

一
律
６，
０
０
０
円
に
見
直

し
◆
宇
陀
市
特
別
会
計
条
例
の

一
部
改
正

生
活
資
金
貸
付
事
業
特
別

会
計
が
、
平
成
19
年
度
か
ら

一
般
会
計
に
統
合
し
て
会
計

処
理
を
行
う
た
め
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
特
定
農
山
村
地
域

活
動
推
進
基
金
条
例
の
廃

止室
生
区
内
の
中
山
間
地
域

の
活
性
化
た
め
の
活
動
に
必

要
な
基
金
を
造
成
し
て
き
た

◆
宇
陀
市
簡
易
水
道
事
業
給

水
条
例
の
一
部
改
正

大
宇
陀
区
田
原
簡
易
水
道

事
業
の
一
部
地
域
（
栗
野
及

び
牧
地
区
）
を
平
成
19
年
度

か
ら
供
用
開
始
す
る
も
の

で
、
料
金
体
系
を
定
め
る
も

の
で
す
。

◆
宇
陀
市
榛
原
ふ
れ
あ
い
ギ

ャ
ラ
リ
ー
条
例
の
一
部
改

正地
域
情
報
及
び
行
政
情
報

の
提
供
を
行
う
こ
と
に
よ
る

事
業
等
の
見
直
し
を
行
う
も

の
で
す
。

◆
宇
陀
市
公
園
条
例
の
一
部

改
正

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら

天
の
森
公
園
（
榛
原
区
萩
原

元
萩
原
１
９
７
６
番
地
の

１
）
を
供
用
開
始
す
る
た
め

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
病
院
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

新
た
に
循
環
器
科
・
消
化

器
科
の
２
科
の
診
療
科
目
を

設
置
す
る
も
の
で
す
。

◆
宇
陀
市
看
護
師
等
修
学
資

金
貸
与
条
例
の
制
定

市
立
病
院
の
看
護
師
等
雇

用
確
保
の
た
め
、
看
護
師
養

成
施
設
に
修
学
者
に
対
し
て

修
学
資
金
の
貸
与
制
度
を
創

設
す
る
も
の
で
す
。

〈
そ
の
他
〉

◆
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和

解
す
る
こ
と
（
公
用
車
に

よ
る
家
屋
接
触
事
故
に
係

る
も
の
）

公
用
車
運
転
中
の
物
損
事

故
に
つ
い
て
、
相
手
方
と
和

解
し
、
損
害
賠
償
額
を
決
定

し
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
道
路
線
の
廃
止

（
宇
陀
市
道
89
号
線
ほ
か
４

線
）

小
集
落
地
区
改
良
事
業
な

ど
に
伴
い
既
設
路
線
を
廃
止

す
る
も
の
で
あ
る
。

◆
宇
陀
市
道
路
線
の
認
定

市
内
16
路
線
が
事
業
等
完

了
に
よ
り
市
道
と
し
て
認
定

し
た
も
の
で
す
。

◆
宇
陀
市
道
路
線
の
変
更

（
宇
陀
市
道
78
号
線
ほ
か
９

線
）

市
道
10
路
線
の
道
路
改
良

工
事
等
に
よ
り
、
既
設
路
線

の
起
点
、
終
点
を
変
更
す
る

も
の
で
す
。

◆
宇
陀
市
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命

２
名
の
教
育
委
員
会
委
員

が
、
任
期
満
了
と
な
る
た
め
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紙
面
の
都
合
上
、
質
問
、
回

答
の
趣
旨
に
つ
い
て
の
み
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画

の
取
組
み
に
向
け
て

新
市
ま
ち
づ
く
り
計

画
の
主
要
事
業
で
あ
る

市
立
病
院
建
設
と
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
関
連
事
業
に
力
点
を

置
い
て
進
め
て
い
る
。
市
の

財
政
状
況
は
厳
し
い
状
況
だ

が
、
財
源
を
見
極
め
つ
つ
事

業
効
果
の
高
い
も
の
な
ど
を

精
査
し
、
新
市
ま
ち
づ
く
り

計
画
と
総
合
計
画
と
の
整
合

性
を
図
り
、
４
区
の
均
衡
の

と
れ
た
施
策
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

県
立
ア
ニ
マ
ル
パ
ー
ク

進
入
路
地
域
住
民
と
の

話
し
合
い
の
進
展
に
つ
い
て

ア
ニ
マ
ル
パ
ー
ク
の

進
入
路
と
な
る
市
道
の

改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
地

元
の
用
地
関
係
者
等
と
協
議

し
、
一
刻
も
早
く
安
全
で
快

適
な
市
道
完
成
に
向
け
て
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

公
共
施
設
の
活
用
と
整

備
に
つ
い
て

公
共
施
設
を
効
率
的

に
運
営
す
る
た
め
、
指

定
管
理
者
制
度
も
含
め
、
見

直
し
を
進
め
て
き
た
。
施
設

の
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な

い
た
め
に
適
正
な
使
用
料
徴

収
に
よ
る
受
益
者
負
担
を
求

め
る
と
と
も
に
、
効
率
化
を

図
る
た
め
に
利
用
状
況
や
、

類
似
施
設
が
近
く
に
あ
る
場

合
の
活
用
も
考
慮
し
、
今
後

検
討
し
て
い
く
。
ま
た
使
用

料
の
減
免
制
度
の
見
直
し
も

今
後
検
討
し
て
い
く
。

今
後
の
公
民
館
活
動
に

つ
い
て

社
会
教
育
の
中
核
を

担
っ
て
き
た
公
民
館
活

動
も
、
変
革
の
時
期
に
さ
し

か
か
っ
て
い
る
。
そ
し
て
よ

り
よ
い
社
会
教
育
施
設
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
、
地

域
の
拠
点
と
し
て
連
帯
感
を

養
い
、
自
治
能
力
を
高
め
、

明
る
く
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
生

涯
学
習
の
場
と
し
て
、
今
後

は
そ
の
目
的
に
向
か
っ
て
必

要
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
考

え
て
い
く
。

赤
字
路
線
の
４
月
か
ら

の
運
行
に
つ
い
て

地
域
の
交
通
弱
者
が

必
要
と
す
る
生
活
交
通

の
確
保
の
た
め
、
室
生
口
大

野
駅
か
ら
榛
原
駅
間
の
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
走
ら
せ
て
き

た
。
ま
た
今
年
４
月
以
降
に

は
ル
ー
ト
を
変
更
し
て
室
生

口
大
野
駅
か
ら
市
役
所
へ
、

ま
た
上
内
牧
系
統
の
赤
字
補

填
で
の
対
応
や
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
の
ル
ー
ト
変
更
、
室
生

線
・
毛
原
線
、
室
生
南
部
線

と
北
部
線
で
市
の
所
有
す
る

代
替
バ
ス
（
有
償
）
を
行
っ

て
い
き
、
生
活
交
通
の
確
保

に
努
め
る
。
し
か
し
、
今
後

は
デ
マ
ン
ド
や
地
域
の
要
望

に
応
じ
た
バ
ス
の
運
行
の
あ

り
方
を
考
え
て
い
く
。

「
ま
ち
づ
く
り
」
と
「
み

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

災
害
時
の
避
難
路
や

輸
送
路
の
安
全
性
を
高

め
た
り
、
室
生
寺
を
始
め
と

す
る
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網

を
構
築
す
る
た
め
に
も
地
域

の
課
題
に
応
じ
た
早
期
の
道

路
整
備
が
望
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
桜
井
、
橿
原
市
な
ど
近

隣
市
町
村
と
の
交
流
を
図
り

後
任
の
委
員
と
し
て
を
任
命

さ
れ
ま
し
た
。

・
喜
多
　
俊
幸
氏

（
室
生
区
大
野
）

・
寺
澤
　
亮
一
氏

（
菟
田
野
区
岩
　
）

◆
宇
陀
市
財
産
区
管
理
委
員

の
選
任

３
人
の
委
員
が
任
期
満
了

と
な
る
た
め
後
任
の
委
員
と

し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

・
稲
田
　
昌
植
氏

（
菟
田
野
区
稲
戸
）

・
安
田
　
宗
一
氏（

同
区
佐
倉
）

・
梅
田
　
隆
博
氏

（
同
区
下
芳
野
）

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

２
人
の
人
権
擁
護
委
員
が

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
後

任
委
員
が
推
薦
さ
れ
ま
し

た
。

・
安
達
　
暉
夫
氏

（
大
宇
陀
区
下
中
）

・
泉
岡
　
参
治
氏（

同
区
内
原
）

【
意
見
書
の
提
出
】

次
の
２
件
の
意
見
書
を
可

決
し
、
関
係
機
関
に
送
付
し

ま
し
た
。

◆
「
が
ん
対
策
推
進
基
本
計

画
」
の
早
期
決
定
を
求
め

る
意
見
書

◆
最
低
賃
金
の
抜
本
的
な
引

き
上
げ
、
雇
用
対
策
の
充

実
を
求
め
る
意
見
書

つ
つ
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網

を
構
築
し
、
関
係
機
関
と
の

連
携
を
密
に
し
な
が
ら
市
の

発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
な
道

路
整
備
に
努
め
て
い
き
た
い
。

水
道
事
業
と
危
機
管
理

に
つ
い
て

市
の
水
道
普
及
率
は
、

約
81
％
で
未
普
及
地
域

の
整
備
に
つ
い
て
は
広
域
的

な
考
え
の
も
と
で
、
で
き
る

だ
け
既
存
施
設
と
県
営
水
道

か
ら
の
供
給
で
安
定
し
た
水

源
を
有
効
に
活
用
し
給
水
区

域
の
拡
張
を
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
災
害
・
渇
水
対

策
と
し
て
県
と
連
携
し
て
緊

急
時
の
応
急
給
水
も
で
き
る

よ
う
事
業
を
進
め
て
お
り
、

対
応
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を
図

る
な
ど
よ
り
き
め
細
か
い
対

策
を
考
え
て
い
き
た
い
。
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な
ど
に
つ
い
て
高
齢
者
の
負

担
が
増
え
た
。
法
律
や
条
例

に
基
づ
き
、
軽
減
措
置
や
激

変
緩
和
な
ど
の
策
を
講
じ
て

い
る
。
国
保
に
つ
い
て
は
被

保
険
者
間
の
負
担
の
公
平
を

図
り
、
健
全
な
運
営
を
行
う

こ
と
を
前
提
と
し
て
納
税
相

談
等
も
開
催
し
て
徴
収
率
の

向
上
に
も
努
め
る
。
ま
た
介

護
・
訓
練
給
付
事
業
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
、
障
害

者
自
立
支
援
法
へ
の
移
行
に

よ
り
障
害
程
度
区
分
認
定
が

必
要
に
な
る
が
、
従
来
の
サ

ー
ビ
ス
利
用
を
基
本
と
し
て

支
援
を
行
う
。
生
活
保
護
の

現
状
に
つ
い
て
は
、
平
成
18

年
１
月
の
合
併
当
初
か
ら
微

増
と
な
っ
て
い
る
。

合
併
し
た
効
果
と
成
果

は
合
併
後
も
進
む
市
の

人
口
減
少
と
定
住
促
進

対
策
の
た
め
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
や

病
院
整
備
事
業
な
ど
を
最
重

要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
財
政
も
逼
迫
し
て

お
り
、
更
に
ま
ち
づ
く
り
計

画
を
見
直
し
、
総
合
計
画
な

ど
に
反
映
し
て
均
衡
あ
る
事

業
の
実
施
を
行
っ
て
い
く
。

ま
た
更
な
る
行
政
の
ス
リ

ム
化
に
向
け
、
勧
奨
退
職
制

度
の
拡
大
な
ど
も
行
っ
て
い

る
が
、
よ
り
効
率
的
な
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
も
検
討

し
て
い
る
。

地
域
に
よ
る
子
育
て
支

援
の
拠
点
づ
く
り
に
つ

い
て
・
つ
ど
い
の
広
場
事
業

の
推
進

子
育
て
に
対
す
る
孤

独
や
不
安
感
か
ら
育
児

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
な
ど
に
陥
る
こ

と
も
あ
る
た
め
、
子
育
て
に

関
す
る
相
談
や
情
報
交
換
、

交
流
の
促
進
な
ど
の
取
り
組

み
を
さ
ら
に
充
実
し
、
国
が

進
め
る
つ
ど
い
の
広
場
事
業

に
つ
い
て
も
、
児
童
館
な
ど

を
利
用
し
た
事
業
展
開
も
検

討
し
な
が
ら
、
地
域
の
子
育

て
支
援
に
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
。公

共
施
設
の
民
間
委
託

安
全
基
準
に
つ
い
て

昨
年
９
月
に
総
合
セ

ン
タ
ー
、
総
合
体
育
館
、

総
合
運
動
場
、
室
内
温
水
プ

ー
ル
、
榛
原
グ
リ
ー
ン
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
５
施
設
を
文
化

体
育
事
業
団
を
指
定
管
理
者

と
し
て
３
年
間
の
契
約
で
委

託
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
れ

を
ま
た
す
ぐ
に
民
間
委
託
に

と
い
う
の
は
難
し
い
が
、
今

後
、
民
間
で
で
き
る
も
の
に
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23
年
度
の
開
院
を
目
指
し
た

病
院
建
設
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

公
共
事
業
の
落
札
率
引

き
下
げ
と
ム
ダ
を
な
く

す
事
を
め
ざ
し
て

入
札
形
式
に
つ
い
て

は
一
般
競
争
入
札
に
移

行
し
て
い
く
が
、
そ
の
第
一

歩
と
し
て
、
来
年
度
中
に
郵

便
に
移
行
す
る
準
備
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
落
札
率
も
若

干
で
は
あ
る
が
下
が
っ
て
き

て
お
り
、
現
時
点
で
の
外
部

の
調
査
委
員
会
等
の
設
置
は

考
え
て
い
な
い
。
松
山
地
区

の
道
路
の
カ
ラ
ー
舗
装
は
街

中
に
人
を
呼
び
込
む
サ
イ
ン

と
し
て
、
賑
わ
い
を
取
り
戻

し
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
事
業
を
推
進

し
て
い
る
。

同
和
行
政
を
真
に
人
権

行
政
に
す
る
た
め
に

市
の
広
報
紙
に
毎
号

人
権
の
ペ
ー
ジ
を
設
け

た
り
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
を
使
い
、
人
権
啓
発
情

報
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

旧
４
町
村
の
時
代
か
ら
熱
心

に
行
わ
れ
て
き
た
地
区
別
懇

談
会
な
ど
各
種
集
会
や
講
演

会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い

る
が
、
部
落
差
別
を
始
め
と

す
る
差
別
事
象
が
依
然
と
し

て
発
生
し
て
い
る
現
況
下
に

お
い
て
は
、
今
後
も
引
き
続

き
行
政
、
教
育
そ
し
て
市
民

が
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

農
地
無
届
出
転
用
に
つ

い
て農

業
委
員
会
は
農
地

の
荒
廃
や
違
反
転
用
を

防
ぎ
、
農
地
を
守
る
た
め
農

地
法
に
基
づ
く
許
可
等
の
行

政
事
務
を
行
な
っ
て
お
り
、

無
断
転
用
を
知
っ
た
場
合
、

現
地
調
査
を
行
い
当
該
土
地

の
所
有
者
、
転
用
者
に
対
し

事
情
聴
取
を
行
い
、
地
区
農

業
委
員
と
連
携
し
適
正
な
指

導
を
し
て
い
る
。
今
後
も
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
更
に
強
化

し
、
無
断
転
用
な
ど
の
無
い

よ
う
目
を
光
ら
せ
て
い
き
た

い
。

高
齢
社
会
に
向
け
て
医

療
・
介
護
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
現
状
と
対
応
策
に
つ

い
て
。
併
せ
て
障
害
者
自
立

支
援
・
生
活
保
護
行
政
の
現

状
に
つ
い
て

税
制
改
正
に
伴
い
、

市
民
税
、
介
護
保
険
料

平
城
遷
都
１
３
０
０
年

記
念
事
業
に
つ
い
て

西
暦
２
０
１
０
年
に

奈
良
の
都
が
平
城
京
に

移
さ
れ
て
１
３
０
０
年
と
い

う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え

る
。
こ
の
「
平
城
遷
都
１
３

０
０
年
記
念
事
業
」、
全
国

へ
「
う
だ
」
を
発
信
す
る
絶

好
の
機
会
と
捉
え
、
県
及
び

協
会
に
提
起
し
、「
歴
史
文

化
と
の
対
話
と
交
流
」
と
い

う
テ
ー
マ
の
も
と
、
市
内
の

観
光
名
所
や
物
産
展
等
も
含

め
、
積
極
参
加
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

病
院
建
設
に
つ
い
て

宇
陀
地
域
及
び
県
東

部
の
中
核
病
院
と
し
て

市
民
や
近
隣
町
村
の
方
々
の

生
命
や
健
康
を
守
る
た
め
病

院
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
そ

の
使
命
を
果
た
し
、
少
子
高

齢
化
の
医
療
需
要
に
対
応
す

る
た
め
県
立
医
大
や
そ
の
他

の
病
院
と
の
強
力
な
連
携
に

よ
る
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

医
師
の
確
保
、
病
院
機
能
や

医
療
機
器
の
充
実
、
ま
た
よ

り
効
率
的
な
経
営
の
検
討
な

ど
を
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
で
快
適
な
病
院
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
平
成



な
ど
と
並
行
し
て
、
担
い
手

の
農
地
の
利
用
集
積
を
図

り
、
農
用
地
の
保
全
に
努
め

て
い
く
。

行
政
窓
口
の
一
元
化
に

つ
い
て

市
役
所
に
手
続
き
に

来
ら
れ
た
方
が
気
持
ち

よ
く
要
件
を
済
ま
せ
ら
れ
る

よ
う
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が

親
切
丁
寧
な
対
応
を
常
に
心

掛
け
て
い
る
。
ま
た
各
課
の

主
な
業
務
を
広
報
等
で
周
知

し
、
住
民
に
と
っ
て
日
常
的

に
利
用
の
多
い
部
署
を
庁
舎

１
階
に
配
置
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
い
る
。
窓
口
の
一
元

化
に
つ
い
て
は
、
他
府
県
の

実
施
実
例
等
も
参
考
に
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

妊
婦
無
料
健
診
の
拡
大

に
つ
い
て

丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を

産
む
た
め
に
は
、
母
体

の
健
康
保
持
と
胎
児
の
順
調

な
発
育
が
第
一
で
あ
り
、
厚

生
労
働
省
で
も
少
子
化
対
策

の
一
環
と
し
て
妊
婦
の
健
康

診
査
制
度
が
拡
充
さ
れ
た
。

市
と
し
て
も
母
子
保
健
対
策

を
講
じ
妊
婦
や
胎
児
に
優
し

い
環
境
づ
く
り
の
た
め
に

も
、
公
費
負
担
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
な
が
ら
で
き
る
限

り
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

市
民
が
身
近
に
感
じ
れ

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
、

今
後
増
や
す
方
向
に
つ
い
て

行
政
改
革
に
よ
り
住

民
に
負
担
を
求
め
る
部

分
も
あ
れ
ば
、
逆
に
市
民
へ

サ
ー
ビ
ス
で
き
る
部
分
も
あ

る
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
は
何

か
を
考
え
、
市
と
し
て
こ
う

い
う
ま
ち
に
し
て
い
く
と
い

う
意
識
を
職
員
に
植
え
付

け
、
不
満
な
点
や
サ
ー
ビ
ス

が
足
り
な
い
と
い
わ
れ
る
こ

と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
や
っ
ぱ
り
合
併
し
て
良

か
っ
た
な
と
思
え
る
よ
う
な

意
識
改
革
を
行
っ
て
い
く
。

人
口
動
態
か
ら
見
る
ま

ち
づ
く
り
の
限
界
と
可

能
性
に
つ
い
て

超
高
齢
化
、
人
口
減

少
時
代
に
入
り
、
当
市

に
も
過
疎
対
策
が
必
要
な
状

況
が
あ
る
。
定
住
人
口
の
増

加
を
図
れ
る
よ
う
な
政
策
、

高
齢
者
対
策
を
始
め
、
住
み

や
す
い
、
住
み
続
け
た
い
と

思
え
る
よ
う
な
ま
ち
に
す
る

た
め
の
政
策
を
総
合
計
画
に

盛
り
込
ん
で
い
く
。
ま
た
、

住
民
と
の
協
働
の
考
え
方
も

入
れ
て
こ
れ
か
ら
ま
ち
づ
く

り
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

宇
陀
市
立
病
院
の
運
営

と
病
院
建
設
に
つ
い
て

医
療
機
器
を
整
備
し

増
大
す
る
医
療
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
や
地
域
医
療
の
充

実
、
ま
た
医
療
従
事
者
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
や
、

全
職
員
の
意
識
改
革
を
図
り

病
院
運
営
に
取
り
組
む
。
ま

た
病
院
の
現
状
や
問
題
点
な

ど
を
踏
ま
え
、
新
病
院
が
引

き
続
き
地
域
医
療
を
担
っ
て

い
く
た
め
に
建
設
基
本
構
想

案
を
取
り
ま
と
め
て
き
た
。

今
後
は
診
療
科
や
病
床
数
、

運
営
形
態
な
ど
基
本
計
画
を

策
定
し
１
日
も
早
く
新
病
院

を
建
設
し
て
い
く
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
）
整
備
事
業
に

つ
い
て

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
網
の
整
備

に
つ
い
て
は
９
カ
月
程

地
域
差
は
あ
る
が
、
お
お
む

ね
来
年
の
中
ご
ろ
に
は
市
全

域
に
敷
設
を
完
了
す
る
予
定

で
あ
る
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
の
み
な
ら
ず
、
高
齢
者
の

安
否
の
確
認
や
子
ど
も
の
安

全
、
安
心
対
策
と
し
て
の
シ

ス
テ
ム
構
築
を
技
術
革
新
を

続
け
る
情
報
産
業
の
動
向
を

見
極
め
な
が
ら
、
効
率
的
で

経
済
的
な
整
備
を
し
て
い

く
。
こ
れ
か
ら
も
加
入
者
の

確
保
の
た
め
積
極
的
に
住
民

の
皆
様
方
へ
広
報
活
動
を
し

て
理
解
を
得
て
い
き
た
い
。

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画

と
財
政
計
画
に
つ
い
て

市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握

に
努
め
、
財
政
状
況
等

を
踏
ま
え
な
が
ら
ま
ち
づ
く

り
計
画
の
見
直
し
を
総
合
計

画
に
反
映
し
て
い
く
。
小
学

校
の
跡
地
利
用
の
問
題
も
、

年
次
的
な
検
討
が
必
要
で
あ

る
。
不
要
不
急
の
公
有
財
産

は
原
則
売
却
と
し
、
職
員
の

自
主
的
な
判
断
に
よ
る
勧
奨

退
職
制
度
を
進
め
る
な
ど
、

財
政
健
全
化
を
目
指
す
。
ま

た
市
民
の
日
常
生
活
に
直
接

関
わ
る
事
務
等
を
身
近
な
各

地
域
事
務
所
で
対
応
で
き
る

よ
う
に
し
、
わ
か
り
や
す
い

組
織
体
制
を
構
築
し
た
い
。
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つ
い
て
は
民
間
で
行
っ
て
い

く
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し

て
い
く
。

税
制
改
正
大
綱
に
つ
い

て
・
特
別
徴
収
の
方
針

に
つ
い
て国

民
健
康
保
険
税
に

関
し
て
、
平
成
20
年
度

か
ら
年
金
額
が
18
万
円
以
上

の
人
に
つ
い
て
、
介
護
保
険

料
と
同
じ
よ
う
に
公
的
年
金

か
ら
の
天
引
き
の
制
度
が
検

討
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は

未
定
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
開

発
等
の
予
算
措
置
に
つ
い
て

今
年
度
は
行
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
適
正
な
課
税
を
行
う

た
め
に
税
務
署
と
市
町
村
と

の
情
報
の
連
携
に
つ
い
て
は

従
来
か
ら
行
っ
て
い
る
。

遊
休
農
地
の
集
約
化
活

用
に
つ
い
て

担
い
手
の
高
齢
化
や

過
疎
化
、
鳥
獣
被
害
に

よ
る
耕
作
放
棄
地
な
ど
に
よ

る
遊
休
農
地
増
加
に
対
し
、

農
地
の
利
用
集
積
の
促
進
、

特
定
法
人
貸
付
事
業
の
創

設
、
遊
休
農
地
解
消
防
止
に

関
す
る
対
策
等
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
小
規
模
農
家
の

規
模
拡
大
や
新
規
就
農
者
の

参
入
促
進
、
担
い
手
の
育
成
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田
村
さ
ん（
榛
原
区
萩
原
）は
、
昭

和
30
年
か
ら
38
年
間
、
教
育
一
筋
に

勤
め
ら
れ
ま
し
た
。

榛
原
中
学
校
で
の
勤
務
を
は
じ

め
に
、
桜
井
商
業
高
等
学
校
、
榛
原

高
等
学
校
な
ど
で
英
語
教
諭
と
し

て
、
ま
た
、
新
設
の
信
貴
ケ
丘
高
校

の
設
置
事
務
な
ど
の
学
校
教
育
に

携
わ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
旧
榛
原
町
の
教
育
長
に

就
任
、
合
併
後
は
宇
陀
市
教
育
委

員
長
と
し
て
勤
め
ら
れ
、
教
育
行
政

に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

「
今
回
の
受
章
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
や
教
え
子
の
後
押
し
が
あ
っ
て
い

た
だ
け
た
も
の
で
す
。こ
れ
か
ら
も
、

人
と
人
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
。」と
、
喜
び
を
語
ら
れ
ま

し
た
。

春
の
叙
勲
に
当
市
か
ら

３
人
が
受
章

田村義治さん
（元公立中学校長）

藤
井
さ
ん
（
榛
原
区
天
満
台
東
）

は
、
大
阪
市
消
防
局
に
昭
和
39
年

か
ら
37
年
11
カ
月
間
の
永
き
に
わ

た
り
勤
務
さ
れ
、
消
防
業
務
の
振

興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
市
住
吉
消
防
署
を
最
終
に

退
職
さ
れ
ま
し
た
。

藤井義勝さん
（元大阪市消防司令）

村
上
さ
ん（
榛
原
区
天
満
台
東
）

は
、
京
都
府
警
に
昭
和
23
年
か
ら
32

年
間
に
わ
た
り
勤
務
さ
れ
、
主
に
人

事
関
係
な
ど
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
、

永
年
に
わ
た
り
地
域
の
安
全
に
尽

く
さ
れ
ま
し
た
。

京
都
府
警
部
を
最
終
に
退
職
さ

れ
ま
し
た
。

村上慶夫さん
（元京都府警部）

瑞宝双光章
（教育功労）

瑞宝単光章
（消防功労）

瑞宝単光章
（警察功労）

全
国
大
会
に
出
場

榛
生
昇
陽
高
等
学
校
（
自
転
車

競
技
部
）
の
吉
田
隼
人
く
ん
、
入

部
正
太
朗
く
ん
、
野
口
正
則
く

ん
は
、
福
岡
県
で
行
わ
れ
た

「
全
国
高
等
学
校
選
抜
自
転
車
競

技
大
会
」（
３
月
22
日
か
ら
25
日
開

催
）
に
出
場
。
初
の
総
合
優
勝

（
学
校
対
抗
）
を
果
た
さ
れ
ま
し

た
。大

会
で
は
、
吉
田
く
ん
が
個

人
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
２
連
覇
し

た
上
、
ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
を
合

わ
せ
２
冠
を
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

入
部
く
ん
と
野
口
く
ん
も
、
ト

ラ
ッ
ク
種
目
で
そ
れ
ぞ
れ
準
優

勝
と
健
闘
し
、
３
名
で
挑
ん
だ

選
抜
大
会
を
制
覇
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
「
奈
良
Ｕ
Ｓ
Ｊ
」
は
、
全
国

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
（
12

月
・
３
月
開
催
）
や
近
畿
小
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
大
会

（
２
月
開
催
）
に
出
場
し
、
団
体

戦
・
個
人
戦
で
優
勝
・
準
優
勝

に
輝
か
れ
ま
し
た
。

各
大
会
で
は
、
日
頃
の
練
習

成
果
を
発
揮
さ
れ
、
県
代
表
と

し
て
激
戦
を
勝
ち
抜
か
れ
ま
し

た
。

【
出
場
選
手
】（
順
不
同
・
敬
称
略
）

出
山
聖
也
、
吉
田
佳
祐
、
藤
原

光
平
、
山
尾
佳
大
、
山
岡
源
、

山
本
聖
也
、
西
本
小
雪
、
中
山

真
衣
、
大
森
優
理
、
西
岡
真
里

華
、
松
本
朋
子
、
藤
本
奈
津
美

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
各
大
会

で
の
結
果
報
告
の
た
め
前
田
市

長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
選
手
の
皆
さ
ん
の
さ

ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章

平
成
19
年
春
の
「
叙
勲
」「
危
険

業
務
従
事
者
叙
勲
」
な
ど
が
内
閣
府

か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
か
ら

の
受
章
者
を
紹
介
し
ま
す
。

●
叙
勲
受
章



市
立
病
院
で
防
災
訓
練
を

実
施３

月
27
日
、
市
立
病
院
で
職
員

に
よ
る
定
期
の
防
災
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
宇
陀
広
域
消
防
組
合
の

協
力
の
も
と
、
北
４
階
病
棟
か
ら

火
災
が
発
生
と
い
う
想
定
で
、
消

火
活
動
訓
練
お
よ
び
誘
導
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

も
し
も
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
、

今
回
の
訓
練
で
得
た
こ
と
を
生
か

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
分
担
し
て

迅
速
・
冷
静
・
沈
着
に
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
訓
練
を

繰
り
返
し
行
う
こ
と
に
よ
り
患
者

様
の
安
全
を
最
優
先
に
確
保
し
、

安
心
し
て
治
療
に
専
念
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。
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「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」

が
や
っ
て
来
た

４
月
29
日
、
市
制
１
周
年
・
Ｎ

Ｈ
Ｋ
奈
良
放
送
局
開
局
70
周
年
を

記
念
し
て
、
市
総
合
体
育
館
で

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
の
公
開
生
放

送
を
行
い
ま
し
た
。

前
日
の
予
選
会
（
出
場
者
２
５

０
組
）
を
通
過
し
た
出
場
者
20
組

が
歌
を
熱
唱
し
、
ま
た
、
ゲ
ス
ト

に
迎
え
た
天
童
よ
し
み
さ
ん
、
小

金
沢
昇
司
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
歌

声
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
内
に
は
、
市
内
外
か
ら
１

８
０
０
人
の
観
覧
者
が
訪
れ
、
出

場
者
に
声
援
を
お
く
る
な
ど
賑
わ

い
を
み
せ
ま
し
た
。

番
組
を
通
じ
て
宇
陀
市
の
魅
力

を
全
国
に
発
信
し
ま
し
た
。

５
月
13
日
に
、
宇
陀
川
漁
業
協
同

組
合
（
松
井
和
夫
組
合
長
）
の
関
係

者
が
集
ま
り
、
稚
鮎
が
宇
陀
川
に
放

流
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
鮎
は
順

調
に
育
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
年
は
、
７
月
１
日
が
鮎
友
釣
の

解
禁
日
で
す
。
川
で
は
、
鮎
友
釣
り

を
楽
し
む
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
竿

を
出
す
光
景
が
見
か
け
ら
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

マ
ナ
ー
を
守
り
、
き
れ
い
な
清
流

を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

宇
陀
川
漁
業
協
同
組

合
（
1
82
‐
３
８
２
９
）

遊
漁
券

販
売
所
（
友
鮎
販
売
所
）

年
券
　
７
千
円
／
日
券
　
３
千
円

（
解
禁
日
よ
り
４
日
以
降
は
日
券
千
円
）

７
月
１
日

宇
陀
川
・
内
牧
川

「
鮎
友
釣
解
禁
」

健
康
づ
く
り
推
進
員

の
委
嘱
式

４
月
23
日
、
市
役
所
で
市
健
康
づ

く
り
推
進
員
の
委
嘱
式
が
行
わ
れ
２

３
２
人
の
委
員
に
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

式
典
後
、
平
盛
裕
子
医
師
（
樋
上

病
院
院
長
）
に
よ
る
生
活
習
慣
病
予

防
の
記
念
講
演
が
あ
り
、
健
康
診
査

を
受
診
し
て
自
身
の
状
態
を
知
る
大

切
さ
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
改
善
の

た
め
の
心
が
け
な
ど
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。
市
民
が
健
康
で
い
き
い
き
と

生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
健
康
づ

く
り
推
進
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
健

康
づ
く
り
推
進
員
の
今
後
の
活
躍
を

期
待
し
ま
す
。

自
主
防
犯
活
動
を
開
始

今
年
３
月
よ
り
、
室
生
区
で
初

め
て
の
民
間
団
体
と
し
て
地
域
の

自
主
防
犯
活
動
を
実
施
す
る
た
め

「
室
生
し
ゃ
く
な
げ
会
」
が
組
織
さ

れ
ま
し
た
。

児
童
・
生
徒
の
登
下
校
時
間
だ

け
の
活
動
で
は
な
く
、
室
生
寺
と

い
う
観
光
名
所
が
あ
る
土
地
柄
か

ら
も
車
上
狙
い
・
空
き
巣
な
ど
に

も
注
意
し
た
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

代
表
の
松
平
雅
之
さ
ん
は
、「
犯

罪
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

個
々
の
自
主
防
犯
意
識
を
高
め
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
犯
罪

が
起
こ
る
要
因
の
一
つ
と
し
て
地

域
社
会
の
結
び
つ
き
の
希
薄
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
活
動
を
と
お

し
て
、
住
民
同
士
の
共
通
意
識
を

育
て
地
域
社
会
の
結
び
つ
き
を
強

化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
他

の
地
域
で
も
こ
の
よ
う
な
団
体
が

多
く
組
織
さ
れ
、
住
民
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
た

い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
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　　６月の保健カレンダー 

●運動のつどい【榛原区・室生区対象】
日時　６月11日（月）午後１時30分～３時30分
場所 室生ぬく森の郷
内容 筋力アップ運動・有酸素運動など
対象 運動しようと思う人はどなたでも
申し込み 室生ぬく森の郷へ（1９２‐５２２０）

●はつらつ貯筋教室【榛原区・室生区対象】
日時 ６月６日（水）・21日（木）午後1時30分～3時30
分
場所 室生あさぎりホール（室生区室生）
内容 筋力アップ運動・有酸素運動など
対象 運動しようと思う人はどなたでも
申し込み 室生ぬく森の郷へ（1９２‐５２２０）

●お元気クラブ【大宇陀区・菟田野区対象】
日時 ６月８日（金）・26日（火）
午後１時30分～３時15分
（受付：午後１時～１時30分）
場所 大宇陀保健センター
内容 体操・ゲーム・茶話会
対象 介護保険サービスを受けていない虚弱老人
申し込み 各区の保健センターへ

●お達者クラブ【大宇陀区・菟田野区対象】
日時 ６月15日（金）・29日（金） 午後１時30分～３時
15分（受付：午後１時～１時30分）
場所 大宇陀保健センター
内容 体操・ゲーム・茶話会
対象 介護保険サービスを受けていない虚弱老人
申し込み 各区の保健センターへ

●はつらつ料理教室【大宇陀区・菟田野区対象】
自分で料理し、元気に高齢期を過ごすための料理教室

です。男性の方もご参加ください。
日時 ６月14日（木） 午前10時～12時30分

（受付：午前９時30分～10時）
場所 大宇陀保健センター（調理室）
対象 おおむね65歳以上の方で、一人暮らしや高齢者
世帯の方
参加費 300円
定員　20名
問い合わせ 大宇陀保健センター（1８３‐２２５５）また
は、菟田野保健センターへ
（1８４‐９９２５）

●母親教室【全区対象】
日時・内容 ①７月６日（金） 妊娠中の日常生活・妊
婦体操・妊娠中の口腔ケア、絵本について　②７月
13日（金） 妊娠中・産後の食事、調理実習　③７月
21日（土）赤ちゃんのお風呂の入れ方
※時間は、午後１時30分～３時30分です。ただし、
②は午前９時30分～12時
場所 榛原保健センター
対象 市在住でおおむね妊娠３～８カ月の妊婦とその
配偶者
持ち物　母子健康手帳・筆記用具、②はエプロン・三
角きん・タオル
申し込み ７月５日（木）までに榛原保健センター（1

８２‐０９９８）へ

■教室

個別健（検）診（医療機関健（検）診）が始まります
委託医療機関での健（検）診の申し込みをされた方

には、保健センターから健（検）診の問診票を送りま
す。必要事項を記入の上、医療機関に直接予約を行
い受診してください。
【実施期間】
●基本健康診査・前立腺がん検診・肝炎ウィルス検
診・大腸がん検診・歯周疾患検診……６月～12月
●乳がん検診・子宮がん検診……６月～翌年２月
※不明な点は、各保健センターに問い合わせてくだ
さい。

■介護予防事業【室生区対象】
●ぬく森サロン
日時 ６月１日（金）・８日（金）・15日（金）・22日（金）
午前11時～午後３時30分
場所 室生ぬく森の郷
内容 ・風車をつくろう　・元気で囲碁ボール
対象　介護保険の認定者になっていない高齢者
申し込み 室生ぬく森の郷へ（1９２‐５２２０）

●健診結果勉強会【室生区対象】
日時 ６月25日（月）午後２時～3時30分
場所 上笠間生活改善センター
対象 ５月31日の基本健康診査を受診された方

日時・場所 ●６月29日（金）午前10時～11時30
分／小原みのりホール　●６月29日（金）午後２時
～３時30分／下笠間会議所
対象 ６月４日の基本健康診査を受診された方
申し込み 室生ぬく森の郷へ（1９２‐５２２０）
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対象区

大宇陀区
菟田野区

榛原区
室生区

種類
三種混合（ＤＰＴ）
ＢＣＧ

三種混合
（ＤＰＴ）

対象
３カ月～90カ月未満の児
３カ月～６カ月未満の児

３カ月～90カ月未満の児

場所

大宇陀
保健センター

榛原
保健センター

実施日
５日（火）
19日（火）

20日（水）

受付時間

　午後１時～
　１時50分

２歳児歯科健康診査

対象 種類 対象 場所 実施日 受付時間

大宇陀区
菟田野区

榛原区
室生区

４～５カ月児健康診査
10～11カ月児健康診査
10～11カ月児健康診査

４～５カ月児健康診査

平成19年１・２月生まれの児
平成18年７・８月生まれの児
平成18年７・８月生まれの児
平成17年３～５月生まれの児
平成19年１・２月生まれの児

菟田野
保健センター

室生
ぬく森の郷

25日（月）

26日（火）
14日（木）

28日（木）

午後１時～
１時50分

午後１時30分～
２時30分

■予防接種

―予防接種のお知らせ― ジフテリア・百日せき・破傷風の予防接種に
ついて

日本脳炎の予防接種について

日本脳炎の定期予防接種については、平成
17年５月30日付け厚生労働省の勧告により、
接種勧奨を差し控えているところです。
しかし、次の方で日本脳炎の予防接種を特に

希望される場合は、同意書を提出していただけ
れば、保健センターで現行のワクチンを接種す
ることができます。
詳しくは、各保健センターにご相談ください。

市では、ジフテリア・百日せき・破傷風（三種混合）を
定期の予防接種として実施しています。
このうち、１期初回については、生後３カ月から90カ月

に至るまでの間に、３週間から８週間の間隔で３回接種す
ることになっています。接種間隔が８週間を超える場合は
任意接種となりますので、必ず接種期間内にお受けくださ
い。
８週間を超えた場合は、同意書を提出していただければ、
保健センターで接種できますが、任意接種となり、接種後
健康被害が発生したときには法に基づく健康被害の救済給
付ではなく、医薬品医療機器総合機構法による救済給付の
対応となります。
なお、病気などにより接種期間内に接種が難しい場合は、
医療機関での個別接種もできますので、詳しくは、各保健
センターにご相談ください。

■健康診査

対象 種類 対象 場所 実施日 受付時間
大宇陀区
菟田野区 30代女性の健診 30代の女性

大宇陀
保健センター 22日（金） 午前９時～

　　　９時30分

午前８時30分～
　　　９時30分

大宇陀区セット健診 40歳以上の方 大宇陀
保健センター

６日（水）・７日（木）
21日（木）・28日（木）

菟田野区セット健診 40歳以上の方 菟田野
保健センター 26日（火）・27日（水）

室生区 セット健診 小原・下笠間地区の方
西谷・龍口地区の方

ぬく森の郷 ４日（月）
18日（月）

対象区 種類 場所 実施日 受付時間

榛原区

総合健診

30代女性の健診
子宮・乳がん検診
胃がん検診
骨粗しょう症検診
セット健診

榛原保健センター

宇陀市立病院

宇陀市立病院
榛原保健センター

２日（土）
30日（土）
５日（火）
５日（火）
８日（金）
13日（水）
15日（金）

午前８時～８時30分

午前９時～９時30分
午後１時～２時
午前９時～11時
午後２時～２時15分
午前８時30分～９時

対象：すでに健（検）診の申し込みをされている方（問診票を個別に送付します。）
榛原区健診の結果説明会は、受診日に日程の用紙を渡します。

期別 接種対象者 回数 間隔
１期初回 生後36カ月～90カ月未満の児 ２回 １～４週間まで

１期追加 生後36カ月～90カ月未満の児
（１期初回終了後概ね１年経過した児）

１回

２期 9歳以上13歳未満の児 １回



健康はいばら２１　歯の健康づくり②

～歯周病と糖尿病～

「歯周病と糖尿病、何の関係
があるの？」と思われるかも知
れません。
ところが最近の研究による

と、歯と歯肉との間にたまった
歯周病菌や、歯周病菌との戦い
で死んだ白血球から放出される
サイトカインという物質が、血

液にのって全身をめぐることによって、血液コン
トロールが悪くなることが言われています。つま

り歯周病は、糖尿病の改善を邪魔する大きな原因
の１つとして考えられます。
歯周病は糖尿病を悪化させるだけでなく、重症

の歯周病の患者さんが心筋梗塞を引き起こす率は、
健康な人に比べて２～２.８倍にもなると言われて
れています。また、歯周病菌は動脈硬化症の患者
さんの動脈壁からも見つかっているのです。
「健康日本２１」では、歯周病は生活習慣病に

規定されていますが、今後は歯周病を単に口だけ
の病気と考えずに、メタボリックシンドロームの
基礎疾患の１つと考えていただければと思います。

～ずっとずっと　いっしょがいいな　自分の歯～
歯の衛生週間（６月４日～６月10日）

しっかりよく噛んで食べるには、歯の健康が欠かせません。
「健康はいばら２１」では、歯の取り組みを推進しています。８０歳で２０本の歯を残す、という「８０２０

運動」は、生涯自分の歯で食べる楽しみを味わい、健康で豊かな人生を送るための目標として提唱されまし
た。
今回は、水谷文美歯科医師と８０２０達成者の中嶋實さんに「歯の健康づくり」についてお話をうかがいま

した。皆さんもぜひ参考にしてください。

◆◆◆ 献血にご協力ください ◆◆◆
全国的に献血者が減少しています。一人でも多くの方の献血をお願いします。

日時 ６月１２日（火）
●午前10時～12時30分／菟田野地域事務所　●午後2時～4時／宇陀市中央公民館（大宇陀区）

大宇陀区サポートクラブでは、子育てに喜びや楽し
みをもち、安心して子どもを育てられるような地域づ
くりを目指して活動しています。サポートクラブにつ
いて知ってもらうだけでなく、皆さんに楽しいひとと
きを過ごしていただきたいと考えています。ぜひ一度
お越しください。
日時 ６月８日（金） 午前10時～12時
場所 大宇陀幼児園（２階会議室）

対象 ・市内在住の未就園の保護者と子ども
・サポートクラブについて興味のある方

参加費　一人200円
（子どものおやつは持参してください）

内容　・お楽しみ企画　・茶話会
問い合わせ　　大宇陀幼児園（1８３‐３５１１）

子育て広場「リビングルーム」を開催します
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宇陀地区歯科
医師会長

水谷文美歯科医師

～8020達成者が
歯科検診の大切さをＰＲ～

榛原区で「８０歳になっても
自分の歯を２０本保っている方」
を募集したところ、地元の老人
会から中嶋實さん（８１歳／額
井）が推薦されました。

中嶋さんは、現在２７本自分の歯があり、歯磨
きは１日２～３回何種類かの歯ブラシを使って行

い、その後歯間ブラシで手入れをされています。
タバコは歯周病の原因になるので吸わず、また、
三度の食事を好き嫌いなくしっかりと食べていま
す。
そして、年に１回は必ず歯科医院に行かれ「磨

けないところは点検していただき、これからも歯
を大切にしていきます。」と、歯科検診を受ける
ことの重要性を話されました。

中嶋　實さん



園庭を開放しています。園庭の遊具や砂場で自由に
遊べますので、親子で気軽に遊びに来てください。
●榛原区子育て支援室（1８２‐１１４３）
開放日 毎月第１土曜日　午前９時～11時30分
場所 榛原北保育園

●室生保育所（1９２‐３００５）
開放日 毎月第２土曜日　午前９時～11時
場所　室生保育所

●室生北児童館（1０７４３‐８２‐１８４７）
かんかんくらぶに遊びにきませんか。こころとから

だをリラックスさせ、みんなで一緒に子育てしましょ
う。「みんなで子育て・親育ち」、気軽にご参加くださ
い。
対象 生後６カ月以上の未就園児とその保護者
●かんかん絵本
開催日 ６月７日（木） 午前10時～12時
場所 室生北児童館
内容 ◆絵本の読み聞かせ　◆６月生まれの誕生会
◆父の日のプレゼント作り
申込締切 ６月５日（火）

開催日 ７月５日（木） 午前10時～12時
場所 室生北児童館
内容 ◆絵本の読み聞かせ　◆７月生まれの誕生会
◆ささ飾り作り
申込締切 ６月28日（木）

●大宇陀区子育て支援室（1８３‐３５１１）
開放日　６月５日（火）、14日（木）、20日（水）、28日（木）
開催時間 午前９時30分～11時30分
開催場所 大宇陀幼児園

●菟田野区子育て支援センター″キッズ″（1８４‐３５８６）
開放日 月～金曜日
開放時間 午前９時～午後５時（事前連絡要）
開催場所 菟田野保育所
※毎週水曜日は、支援室を開放しています。

開放日はどなたでも参加できます。親子でお友達を
つくり、楽しく子育てしましょう

◆子育て支援室開放日◆

◆園庭開放日◆（雨天中止）

◆かんかんくらぶ◆（児童ふれあい交流促進事業）

●かんかん読み聞かせ
開催日 ６月14日（木） 午前10時～11時30分
場所 室生西児童館
内容 「榛原本を楽しむ会」のみなさんによる読み聞
かせ
申込締切 ６月12日（火）

●かんかん食事
開催日 ６月21日（木） 午前10時～午後１時
場所 室生ぬく森の郷
内容 旬の食材を使って「お弁当メニュー」
参加費 大人一人400円（材料費）
※６月18日以降のキャンセルについては、材料費
（400円）の負担をお願いします。
持ち物 エプロン、三角きん、お弁当箱
申込締切 ６月14日（木）

【各事業の定員・申し込みは次のとおりです】
定員 先着20組
申し込み 室生北児童館へ（土・日曜日を除く午前８
時30分～午後５時）

中岡
なかおか

義弥
よ し や

ちゃん（９カ月）
［室生区上笠間］

毎日天使のような笑顔で家族をひきつ
ける義弥。これからも元気に笑顔を絶
やさず大きくなってね！！

覺地
かくち

実夢
み ゆ

ちゃん（１歳２カ月）
［大宇陀区平尾］

ヨチヨチと歩けるようになったみゆち
ゃん！これからも、すくすくと元気に
育ってね！！
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宇陀市立病院から （1８２‐０３８１） http://www.udacity-hp.jp

広報うだ　 14

４月1日より宇陀市立病院に着任いたしまし
た。これまでは奈良県立医科大学附属病院皮膚
科で勤務しておりました。今後、湿疹・皮膚炎
をはじめ皮膚科一般診察を通じて地域医療に貢
献していきたいと考えております。皮膚に関す
るトラブルやお悩みなどがございましたらお気
軽にご相談ください。

（皮膚科医師　飯岡）

皮膚科医師の紹介

飯岡敦子医師

市立病院内科は日本循環器学会から循環器専門
医研修施設に認定されています。同学会から認定さ
れた循環器専門医である林、矢崎、伊藤の３名が在
籍し、奈良医大循環器内科と連携して高血圧、狭心
症、心筋梗塞、心臓弁膜症、不整脈などの循環器疾
患の診断と治療に力を注いでいます。
さて、今年の循環器学会から話題を一つお届けし

ます。メタボリック症候群：最近この言葉を聞かれ
た方は多数おられるでしょう。肥満（腹囲が男は
85cm、女は90cmより大）があると、次の①②③の
うち２項目以上該当するときこの症候群であると診
断されます。
①高血圧（130／85以上）
②脂質異常（中性脂肪150以上、またはHDL‐コレ
ステロール40未満）
③高血糖（空腹時血糖値110以上）
この症候群が注目されているのはなぜでしょう

か。それは、メタボリック症候群になると、心筋梗
塞や脳卒中など死につながる病気になりやすいから
です。肥満は単なる太り過ぎでなく、この症候群の
基礎疾患として捉えられるようになってきたので
す。高血圧の方は、薬を飲んでただ血圧を下げるだ
けで安心してはいけません。肥満を合併する方は、
食生活・運動など生活習慣を見直して肥満を解消し
ないと心血管死の十分な予防にならないのです。
また、脂質異常がないか、糖尿病がないかチェッ

クして必要ならその治療を受けることが大切です。
なお、当科で実施している循環器検査・治療は次

のとおりです。動悸、息切れ、めまいのある方、運
動して良いかどうか不安な方は、ぜひ受診してくだ
さい。

●心臓超音波（エコー）検査
３次元立体画像表示可能な最新鋭装置を設置して

います。心筋肥厚・心拡大の有無、心弁膜症、心収
縮能拡張能の評価。
●経食道心臓超音波検査
脳塞栓の原因となる心内血栓の検出。
●頚動脈エコー検査：頚動脈の硬化度を測定。
●脳ＣＴ、脳ＭＲＩ、ＭＲＡ検査
脳梗塞、脳出血、脳腫瘍、脳動脈瘤の検査。
●脈管エコー検査
下肢動脈の狭窄（閉塞性動脈硬化症）、下肢静脈

の閉塞（深部静脈血栓症）の診断。
●脈波伝播速度（ＰＷＶ）
大動脈瘤の硬化度と閉塞性動脈硬化症の診断。
●冠動脈マルチスライス（16列）ＣＴ検査
狭心症や心筋梗塞の診断。
●トレッドミルテスト
狭心症の診断、運動耐容能・許容量の評価。
●ホルター心電図
不整脈の検査。心電図記録紙（小箱）を装着した

ら、帰宅可です。仕事にも行けます。翌日取り外し
に来院してください。
●ペースメーカー植え込み術
完全房室ブロックなど意識消失や心不全をきたす

除脈には施術しています。
●（予定）心臓カテーテル検査治療
今秋には、アンギオ装置を予定していますので冠

動脈造影検査・風船治療・ステント治療が可能にな
る見込みです。
詳細については、後日、広報うだでお知らせしま

す。

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 第１・３・５
土曜日

飯岡 白井 飯岡 飯岡 飯岡 飯岡
しらい

宇陀市立病院循環器科新設のご案内

皮膚科外来診察のご案内

◎皮膚科の学童外来受付は、毎週水曜日の午後３時
～４時です。

従来、内科初診の方には、
待ち時間についてご迷惑をお
かけしておりましたが、診察
をスムースに行うため、内科
の初診外来を行っています。

初診外来を行っています
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友
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大
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お
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。
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の
子
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孫
」
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く
「
子
ど
も
」
で
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た
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聞

か
れ
た
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に
困
り
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コ
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ュ
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を
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ど
こ
ろ
か
、

か
え
っ
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人
間
関
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が
ギ
ク
シ
ャ
ク

し
て
し
ま
う
結
果
と
な
っ
て
し
ま
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ま
し
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自
分
の
モ
ノ
サ
シ
で
あ
て

は
め
た
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果
、
相
手
の
人
生
ま
で
決
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判
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し
て
し
ま
っ
た
と
い

う
例
で
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意
図
的
に
差
別
を
し
よ
う
と
し
な

く
て
も
、
人
権
侵
害
は
こ
う
い
う
日

常
の
自
分
勝
手
な
思
い
こ
み
か
ら
始

ま
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

普
段
の
会
話
の
中
で
、
自
分
の
勝

手
な
モ
ノ
サ
シ
を
基
準
に
判
断
し
て

い
な
い
か
、
考
え
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
そ
の
こ
と
が
、
一
人
ひ
と
り
の

生
き
方
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認
め
あ
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、
よ
り
豊
か
な

人
間
関
係
づ
く
り
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

毎月１１日は 
「人権を確かめあう日」です 

「てんいち」とは、てん（英語の１０）といち
（日本語の１）を合わせた１１（てんいち）の
ことで、毎月１１日の人権を確かめあう日
を意味しています。
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⑪
自
分
勝
手
な
思
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こ
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が
相
手
を
傷
つ
け
る
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シ
リ
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ズ

人
権
を
暮
ら
し
の
も
の
さ
し
に

男
女
が
、
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ

つ
喜
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も
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も
分
か
ち
合
い
、
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に
か
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わ
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そ
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男
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共
同
参
画
社
会

の
形
成
に
向
け
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
（
平
成
11
年
６
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民
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６
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係
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主
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し
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す
。

こ
の
週
間
に
お
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て
は
、
地
方
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共
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、

女
性
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体
そ
の
他
の
関
係
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体
の
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女
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同
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図
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す
。

男
性
も
女
性
も
一
人
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り
違
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ま
す
。
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場
に
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を
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、
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す
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ま
し
ょ
う
。

男
女
共
同
参
画
週
間

６
月
23
日
〜
29
日
ま
で

人
権
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護
委
員
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か
？

６
月
１
日
は
人
権
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護
委
員
法
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■掲載項目は必要最小限度内に（90
文字程度）

■紙面の都合上掲載できない場合あり
■掲載される内容については責任を持
つこと

■営利目的のもの（主催者が収入を得
るものや営利行為の無料PR活動、
職業に密接したものを含む）、政治

宗教に関するもの、公序良俗に反
するもの、金銭的トラブルが生じ
る恐れがあるもの、不特定多数の
市民を対象としないものなどは掲
載不可

■原稿は掲載日の約1カ月前に秘書広
報課へ

Y秘書広報課（182-3912）

みんなの掲示板　掲載記事募集中

■第6回宇陀和太鼓まつり開
催
第6回宇陀和太鼓まつりを開催し

ます。今回で宇陀郡旧6町村すべて
で開催となります。地元との触れ
合いを大切に、友好の輪を広げる
とともに、更なるレベルアップを
目指しています。ご来場をお待ち
しています。
日時　6月17日a午後1時開演　場
所　市文化会館かぎろひホール
入場料　500円（全席自由席）
Y 宇 陀 和 太 鼓 連 盟 　 小 川 方
（1090-8939-4074）
■一緒にバスケットしません
か？
明るく楽しく元気なコミュニテ

ィで学生から主婦まで幅広く練習
していますので、ぜひご参加くだ
さい。
練習日･場所 ○毎週水曜日午後8
時～／室生健民体育館　○毎週土
曜日午後7時～／室生中学校体育館
Y北島方（192-5184）

■バドミントン講習会参加者
募集

日時　6月17日a午前9時～12時
（小･中学生対象）午後1時～3時
（中学生以上対象）場所　市体育館
参加費　無料　持ち物 体育館シ
ューズ、ラケット（ある人のみ）
Y市体育協会バドミントン部長
川崎方（182-8302）
■『観蛍会』ほたるの観賞ツ
アー参加者募集！

月日　6月23日g･30日g 時間
【両日とも】1部:午前10時30分～
午後5時　2部:午後7時～9時　そ
の他 参加費が必要。また、1部参
加の方は、炭窯体験等があります
ので汚れても良い服装でご参加く
ださい。詳しくはお問い合わせく
ださい。
申込み･問合せ先 ふるさと元気村
（193-4400）
■フットサルはじめませんか
大 宇 陀 フ ッ ト サ ル ク ラ ブ

（OFSC）では、新規メンバーを募

■県医師会の学術部会が行う
健康相談
県医師会では、県民の健康維持

や増進などを図る目的で、各種健
康相談を実施しています。ご利用
ください。
※無料相談のみで、診療や検査な
どは行っておりません。

■目の健康相談
日時　6月12日c午後2時～3時

場所 県医師会館1階県民健康サー
ビス室

問合せ先 眼科医会
■整形外科に関する健康相談
日時 6月19日c午後2時～3時
場所　県医師会館1階県民健康サー
ビス室

問合せ先　整形外科部会（事前予
約が必要）

■精神科に関する健康相談
日時 6月21日e午前10時～11時
場所　県医師会館1階県民健康サー
ビス室

問合せ先 精神神経科部会（事前
予約が必要）

■内科疾患に関する健康相談
日時 6月26日c午後2時～3時
場所　県医師会館1階県民健康サー
ビス室

問合せ先 内科部会（事前予約が
必要）

Y県医師会（住所:橿原市内膳町5-
5-8 近鉄八木駅から北へ徒歩7
分（10744-22-850250744-
29-1240）

集しています。フットサルはどな
たにでも始められる親しみやすい
スポーツです。この機会にはじめ
てみませんか。老若男女問わず、
初心者大歓迎！
日時　6月4日b･12日c･18日b･
26日c午後7時～9時　場所　大宇
陀ふれあい交流ドーム　その他
動きやすい服装でご参加ください
（ジャージ･スニーカー等）
Y清水方（183-0202）
■山野草･小品盆栽展　開催
新緑の美しい季節です。その自

然の美しい姿を求めて、小さな鉢
に写し採って育てた会員の丹精し
た作品をご覧ください。あわせて、
植物の石付栽培の講習を両日とも
10名ずつで行います。（午前10時
より受付、午前11時～）
日時　6月16日g午前10時～午後
5時／6月17日a午前10時～午後3
時　場所　榛原公民館
Y大門方（182-2586）
■榛原中学校PTA講演会
日時　7月7日g午後2時～3時30
分　場所　榛原総合センター　演
題　『子供の心を考える』講師
吉野高校教頭　谷口常充氏（臨床
心理士、県教育センター　県立教
育研究所で教育相談を推進する）
入場料　無料
Y 榛原中学校PTA育成指導部
（182-1175）



ゴミ収集日程
■大宇陀区･菟田野区･榛原区
ゴミ収集日は、各家庭に配付して

いるゴミカレンダー等をご覧くださ
い。
Y大宇陀地域事務所　地域市民課

（183-2251）
Y菟田野地域事務所　地域市民課

（184-2521）
Y市環境対策課　護美センター

（182-6521）
■室生区（燃えないゴミ）
◎6月11日 上笠間･下笠間･深野･小原･
染田･多田･無山･奥山

◎6月20日 大野･向渕（奥山除く）･三本
松･砥取･瀧谷･西谷･龍口

◎7月2日 黒岩･田口元上田口･下田口･
田口元角川･室生

Y室生地域事務所　地域市民課
（192-2001）
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■『リニア中央新幹線展』開
催
リニア中央新幹線に関するパネ

ルや昨年の夏休みに開催した「”
体感”リニア親子試乗会」に参加さ
れた児童の作品を展示します。
日時･場所　◆6月26日c～7月1日

a午前9時～午後8時／県立図書
情報館（休館日:6月29日f）
◆7月2日b～6日f午前9時30
分～午後4時30分／県庁東棟1階
県民ホール

Yリニア中央エクスプレス建設促
進奈良県期成同盟会事務局【県
交流政策課内】（10742-27-
8483）

■明日香養護学校学校見学会
開催
県立明日香養護学校では、本校

の教育課程及び学習内容等につい
て、理解を深めていただき、就学
及び進路指導等についての教育相
談の場とするため、学校見学会を
行います。
日時　6月6日d午前9時～12時30
分　

対象　肢体不自由を有する幼児、
児童生徒の保護者及び保育所･幼
稚園･小学校･中学校の障害児学
級担当者、障害児･者施設の関係
職員

申込み･問合せ先 県立明日香養護
学校（高市郡明日香村川原

41010744-54-3380）

■第27回　膠原
こうげん

病　医療講
演会と医療相談会

日時　6月24日a午後1時～4時10
分（受付:午後0時～）

場所　県社会福祉総合センター
（橿原市大久保町）
参加費　500円（会員外の資料代）
内容　◎医療講演　◎医療相談
申込方法　参加希望の方は6月23
日gまでに電話･FAXにて申し込
みをお願いします。

Y全国膠原病友の会奈良支部大森
方（1／50744-42-0699）

■桜井宇陀広域連合ふるさと
ウォーク参加者募集

日時　7月13日f午前8時50分
（近鉄榛原駅北口）受付開始※雨
天決行

コース　徒歩約8キロ、済浄坊の滝、
鎧岳、曽爾村の眺望が満喫でき
るコース【近鉄榛原駅＝（バス）
⇒曽爾村役場⇒楯岡山自然公園
（昼食）⇒嶽見橋＝（バス）⇒お亀
の湯＝（バス）⇒近鉄榛原駅北口
（解散:午後4時20分頃）】
応募資格　桜井宇陀の魅力体験を
希望する完歩可能な方

募集定員　80名（応募多数の場合
は抽選）

募集期間　6月29日f【必着】
申込方法　往復ハガキに申込者全
員の住所･氏名･年齢･電話番号を

明記のうえ、申し込みをお願い
します。（ハガキ1枚に付き2名
まで可）※返信用ハガキに宛名
の記入をお願いします。

参加費用　1,000円（弁当は持参
のこと）

申込み･問合せ先 桜井宇陀広域連
合事務局（〒633-0021 桜井
市倉橋2116 -21 0744 -44 -
1444）

■平成19年度国家公務員
（Ⅲ種･税務職員）募集
受験資格　昭和61年4月2日～平成
2年4月1日生まれの方

試験の程度 高等学校卒業程度
申込受付期間　6月26日c～7月3
日c※郵送の場合は、7月3日通
信日付印有効

申込書提出先　人事院近畿事務局
（〒553-8513 大阪市福島区福
島1-1-60106-4796-2191）

試験日及び試験内容
◆第1次試験　9月9日a／教養試

験、適正試験、作文試験
◆第2次試験　10月18日e～25日

eの指定する一日／人物試験、
身体検査

合格者発表日
◆第1次試験　10月11日e

◆第2次試験　11月15日e

試験地
◆第1次試験　京都市･福知山市･大

阪市･神戸市･奈良市･和歌山
市･田辺市

◆第2次試験　第1次試験合格通知
書で通知

採用予定人数　45名程度
その他 ホームページでも採用情
報 が ご 覧 に な れ ま す 。
（http://www.osaka.nta.go.jp）

Y大阪国税局人事第二課試験係
（106-6941-5331）又は桜井税
務署（10744-42-3501）

『情報かわら版』コーナー
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『宇陀市ホットニュース』募集･相談コーナー

◆日時　6月6日d 午前9時30分～午後3時
場所　菟田野人権交流センター
◆日時　6月13日d 午前9時～午後3時
場所　室生振興センター
◆日時　6月15日f 午前9時～11時45分
場所　大宇陀体育館
◆日時　6月20日d 午前9時～午後3時
場所　宇陀市役所
◎人権擁護委員の日（6月1日）にも人権相談を行い
ます。ご利用ください。
日時　6月1日f 午前9時～午後3時
場所　○宇陀市役所　○大宇陀人権交流センター
○菟田野人権交流センター　○室生振興センター

Y人権施策課（182-2147）

■人権相談

◆日時　6月6日d 午前9時30分～午後3時
場所　菟田野人権交流センター
◆日時　6月13日d 午前9時～午後3時
場所　室生振興センター

Y総務課（182-1302）

■行政相談

これから新築･リフォーム等をお考えの市民の方か
らの疑問や質問に、資格を持った「住まいづくりアド
バイザー」が無料で相談に応じます。
日時　6月14日e 午後1時～4時
場所　市役所211会議室
相談内容　◎耐震診断･耐震改修等の地震に強い住
まいづくり、リフォームについて　◎バリアフリ
ー改修について　◎知っておきたい法律や制度、
設備について

※なお、次の内容は相談できません。
○欠陥住宅や敷地境界など民事に関するトラブル
相談　○悪質リフォームによるトラブル相談　○
現地調査をともなう相談　○具体的な工務店、設
計事務所の紹介等に関する相談

申込方法　相談は予約制（先着3名まで）となって
います。希望される方は6月8日fまでにご連絡
をお願いします。

Y営繕課（182-5642）

■無料住宅相談窓口開催

◆日時　6月12日c･26日c 午前9時～12時
場所　榛原公民館
◆日時　6月13日d 午前9時～午後3時
場所　室生振興センター
◆日時　6月15日f 午前9時～11時45分
場所　大宇陀体育館
◆日時　月～金曜日（祝日を除く）午前8時30分～午

後5時15分　場所　市社会福祉協議会
Y市社会福祉協議会（184-4116）

■心配ごと相談

弁護士による福祉専門相談（高齢者ねらいの悪徳商
法にひっかかったなど）を行います。相談を受ける場
合、事前申し込みをお願いします。
【6月】
日時　6月13日d 午前10時～12時
場所　市社会福祉協議会
申込締切　6月5日c ※先着2件のみ

【7月】
日時　7月17日c 午前10時～12時
場所　市社会福祉協議会
申込締切　7月9日b ※先着2件のみ
※申し込みは、それぞれ市社会福祉協議会へ
Y市社会福祉協議会（184-4116）

■弁護士による福祉専門相談

精神科医による専門相談（家族に認知症の症状がで
てきた、問題行動があるなど）を行います。相談を受
ける場合、事前申し込みをお願いします。
【6月】
日時　6月18日b 午後2時～4時
場所　市社会福祉協議会
申込締切　6月11日b ※先着2件のみ

【7月】
日時　7月30日b 午後2時～4時
場所　市社会福祉協議会
申込締切　7月23日b ※先着2件のみ
※申し込みは、それぞれ市社会福祉協議会へ
Y市社会福祉協議会（184-4116）

■精神科医による専門相談

※営利目的のもの（個人が収入を得るものや営利行為の無料Ｐ
Ｒ活動、職業に密接したものを含む。但し、NPO活動に伴
う収入は除く。）政治宗教に関するもの、公序良俗に反する
もの、金銭トラブルが生じる恐れがあるもの、不特定多数の
市民を対象としないものなどは不可。

掲載内容　写真1枚と団体名、代表者、活動内容等
【写真は返却しません。】
申込方法　団体記入用紙（企画課、大宇陀･菟田
野･室生地域事務所の地域振興課にあり）に掲載
内容を記入のうえ、上記担当課へ提出してくだ
さい。※掲載は、受付順、翌月以降で紹介させ
ていただきます。

Y企画課（182-1362）

市内で行われている皆さんの活動は、本人のみなら
ず地域を楽しく明るくするまちづくりの活動となって
います。また、人と人との「つながり」は、宇陀市の
これからの原動力です。
市では、『こんな活動を行っているので知ってもら

いたい・一緒に活動してみませんか』など、市民の皆
さんへ周知したい市内のグループ･サークル･団体など
を募集します。応募いただいた団体の活動などは、広
報うだで掲載するなど、市民の方に紹介していきます。
募集要件
1２人以上で活動している団体
2市内で活動している団体

■市民活動団体を募集しています
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『宇陀市ホットニュース』募集コーナー

聴覚障害者の福祉向上のため、日常会話に必要な基
礎的な手話を学んでみませんか。
実施期間　7月6日～平成20年2月22日までの毎週
金曜日で計30講座　午後7時～9時（ただし、祝
日及び年末年始他休みあり）

実施場所　市役所会議室
対象　市内在住･在勤･在学の人で、手話奉仕員養成
講座入門過程を修了した人、又は手話であいさつ
や自己紹介程度の会話ができる人で、手話ボラン
ティアに興味がある方

定員　30人（先着順）
受講料　無料（テキスト代【1,500円】実費負担）
申し込み 6月4日b～15日fの間に福祉課へ申し
込んでください。（申込者が少ない場合は講座を
中止する場合があります。）

その他 最終受講日に修了証をお渡しします。（受
講回数8割以上の方）

Y福祉課（182-2236）

■手話奉仕員養成講座（基礎課程）
参加者募集

市では、市有財産を広告媒体として活用した有料広
告事業を実施しています。ご商売されている方や地元
企業の皆様方のご利用をお待ちしております。
詳細は、お問い合わせください。
■申込方法
掲載希望月の前月の1日までに、広告掲載申込書

（秘書広報課でお受け取りいただくか市ホームページ
からダウンロードしてください。）に次の書類を添え
て秘書広報課へ申し込んでください。
①広告掲載しようとする広告の原稿案
②広告主の業務についての資格免許証又は証明書の
写し等

※広告主が市税を完納していることが申込条件です。
■掲載できない内容
①市の印刷物等の公共性、中立性及び品位を損なう
おそれがあるもの

②風俗営業法第２条に掲げる営業に該当するもの
③公の秩序又は善良の風俗に反するおそれのあるも
の

④政治活動、宗教活動、社会問題、意見広告及び個
人の宣伝に係るもの

⑤その他掲載する広告として妥当でないと市長が認
めるもの

■広告媒体のご紹介
◆広報うだ
発行時期　毎月1日発行　発行部数 13,200部/月
広告スペース 縦38×横56mm（1区画）色 2色刷り
（黒・緑）掲載期間 1カ月～（1カ月単位） 料金
10,000円/月
◆市ホームページ

市土地開発公社が所有している土地を、月極駐車場
として次のとおり賃貸します。
場所　榛原区萩原
元萩原2674番1
（あぶらや南側）
※駅まで徒歩約
5分

対象　市内在住の
人

募集台数　駐車場
9台（普通自動
車･軽自動車）※先着順

使用料　車両1台につき月額5,000円
使用期間　7月1日～平成20年3月31日まで
申込方法　運転免許証など住所が確認できるものと
印かんを持参のうえ、市役所管財課へ申し込みを
お願いします（土･日曜日、祝日を除く午前9時～
午後5時）。募集台数（9台）になり次第、受け付
けを終了します。

Y管財課（182-3632）

■駐車場利用者募集

アクセス件数（平均）23,000件/月　バナーの大きさ
縦55×横110ピクセル（1区画）※12キロバイト以
内･GIF形式（広告主が作成） 掲載期間：1カ月～
（1カ月単位）料金 10,000円/月
◆宇陀市営有償バス
運行路線：1号車／大宇陀南部線【大宇陀区内循環、
あきののゆ～栗野～田原～（2便大熊経由）～片岡～
守道～あきののゆ】・2号車／榛原大野線【市役所～
市立病院・美榛苑～ぬく森の郷～室生地域事務所】･
室生北部線【室生地域事務所～下笠間】・3号車／室
生南部線【室生地域事務所～（やまなみロード経由）
～上田口弁天】･室生北部線
◆車内座席背面 広告スペース・料金 縦140×横
100mm/1席【1号車9席分で1枠（3,000円/月）、2

号車7席分で1枠（2,500円/月）、3号車4席分で1枠
（2,000円/月）】募集枠数 1車両2枠（計6枠）掲載期
間 1カ月～（1カ月単位）※連続3カ月まで
◆車外ボディー　広告スペース 縦350×横600×厚
さ0.8mmのマグネットシート（広告主が作成）掲載期
間 1カ月～（1カ月単位）料金 バス後面：5,000円
/月、バス側面：4,000円/月　募集枠数 1号車（後
面2枚、側面5枚）、2号車（側面4枚）、3号車（側面
2枚）
◆市営高萩台自転車駐車場通路（電飾看板）
所在地 宇陀市榛原区高萩台地内（近鉄榛原駅北側）
利用者数（平均）約310人/日・約9,300人/月　広告
スペース 縦820×横1,720×厚さ3mmのアクリル板
（広告主が作成）掲載枠数 2枠　掲載期間 6カ月単
位（連続最大24カ月）料金 6カ月分30,000円
Y秘書広報課（182-3912）

■有料広告を募集しています

◆◆公共の場での犬の放し飼いは危険ですからやめてください（環境対策課）◆◆
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生地域事務所児童館長補佐・人権交流センター】 同　富
永里加【同】 同環境対策課長補佐　安達宗弘【農林商工
部産業振興課長補佐】 健康福祉部健康増進課病院建設準
備室長補佐　中西一昭【健康福祉部市民福祉課病院建設準備
室長補佐】 同大宇陀保健センター所長補佐　久保吉志子
【大宇陀地域事務所保健センター所長補佐】 同榛原保健セ
ンター所長補佐　的場且江【健康福祉部市民福祉課榛原保健
センター所長補佐】 同福祉保健交流センター所長補佐
（ぬくもりの郷）田中知世恵【室生地域事務所保健福祉課長
補佐】 同厚生保護課長補佐　小路善典【健康福祉部福祉
政策課長補佐】 同付社会福祉協議会派遣　鴻池通子【同
市民福祉課付社会福祉協議会派遣】 同福祉課長補佐　荒
木正好【財務部収納課長補佐】 同長寿介護課長補佐　打
越明美【健康福祉部市民福祉課長補佐】 農林商工部農林
課長補佐　的場快隆【農林商工部産業振興課長補佐】 同
商工観光課長補佐　棚田義一【榛原地域事務所農林商工課長
補佐】 同菟田野産業振興センター所長心得　八石雅人
【菟田野地域事務所農林商工課長補佐・産業振興センター所
長心得】 同地籍調査課長補佐　中口明彦【総務部総務課
長補佐】 都市整備部都市計画課長補佐　中谷吉一【農林
商工部産業振興課長補佐】 同公園課長補佐　森田勝司
【都市整備部都市計画課長補佐】 土木部建設課長補佐　井
上義尚【榛原地域事務所土木建設課長補佐】 同　小田桂
司【同】 同営繕課長補佐　太田勝三【土木部建設課長補
佐】 同監理課長補佐　井上雅章【榛原地域事務所土木建
設課長補佐】 水道局浄水課長補佐　大西裕彦【同農林商
工課長補佐】 農業委員会事務局長補佐　拔井清繁【土木
部建設課長補佐】
〔大宇陀地域事務所〕
産業建設課長補佐　向弘志【大宇陀地域事務所農林商工

課長補佐】 産業建設課長補佐　　良次【同建設課長補佐】
〔榛原地域事務所〕
地域振興課長補佐　出口司珠子【市民環境部市民生活課

長補佐】
〔室生地域事務所〕
地域市民課長補佐　小路佐智代【室生地域事務所市民環

境課長補佐】 産業建設課長補佐　亀井みや子【建設課長
補佐】
〔教育委員会事務局〕
教育総務課北宇陀学校給食センター所長補佐　峯山卓巳
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 【教育委員会事務局北宇陀学校給食センター所長補佐】 学

校教育課長補佐　新木仁司【榛原地域事務所土木建設課長補
佐】 同　福住泰代【教育委員会事務局教育総務課長補
佐】 同榛原西小学校　的場洋子【同榛原西小学校】 同
榛原中学校　竹内和枝【同榛原中学校主任】 生涯学習課
長補佐　合田憲二【同社会教育課長補佐】 同　柳澤一宏
【同主任】 同人権教育室長補佐　山口悦子【同人権教育室
長補佐】 同中央公民館大宇陀分館長補佐　出山良樹【大
宇陀地域教育事務所地域教育課長補佐】 同菟田野分館長
補佐　高岡和代【菟田野地域教育事務所地域教育課長補
佐】 同榛原分館長補佐　高山みどり【教育委員会事務局
社会教育課補佐】 同室生分館長補佐・室生振興センター
馬出浩【室生地域事務所農林商工課長補佐】
《幼稚園・保育所》
■園長・所長級
教育委員会事務局学校教育課榛原幼稚園長　楠田好子

【教育委員会事務局教育総務課榛原幼稚園長】 同榛原東幼
稚園長　薄木博子【同榛原東幼稚園長】 同榛原西幼稚園
長　田中敏美【同榛原西幼稚園長】 同室生幼稚園長　河
井佳子【同室生幼稚園長】 同菟田野保育所長　中村幸子
【菟田野地域事務所菟田野保育所長】 同榛原北保育園長
西岡悦子【健康福祉部市民福祉課榛原北保育園長】 同室
生保育所長　中上旬子【室生地域事務所室生保育所長】
■副園長・所長補佐級
教育委員会事務局学校教育課大宇陀幼稚園副園長　田中

周子【教育委員会事務局教育総務課大宇陀幼稚園副園
長】 同榛原幼稚園副園長　諏訪江津子【同榛原幼稚園副
園長】 同榛原東幼稚園副園長　西田外美江【同榛原東幼
稚園副園長】 同榛原西幼稚園副園長　一ツ橋弘子【同榛
原西幼稚園副園長】 同室生幼稚園副園長　中村つるみ
【同室生幼稚園副園長】 同大宇陀保育所長補佐　松岡和世
【大宇陀地域事務所大宇陀保育所長補佐】 同　泉尾賀津子
【同】 同菟田野保育所長補佐　坂本美智代【菟田野地域事
務所菟田野保育所長補佐】 同榛原北保育園副園長　村上
和美【健康福祉部市民福祉課榛原北保育園副園長】 同
福岡和美【同】 同室生保育所長補佐　松田里美【室生地
域事務所室生保育所長補佐】
Y人事課（182-1303）
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日々の生活の中で身近な出来事やトラブルでお悩みになったことはないですか？
近頃、悪徳商法やオレオレ詐欺などトラブルに巻き込まれたり巻き込まれそうになったという話を身近に聞

くことが多くなり、その手口も巧妙になって来ています。
このような悪徳詐欺にだまされないよう対処方法について指導を受けてみませんか。

日時　7月17日c 午後1時30分～3時
場所　市中央公民館（大宇陀地域事務所前）
対象　市内在住の人（定員50名）
演題　「くらしの法律（法律豆知識）」～悪徳商法な
どにだまされないようにするには～（奈良弁護士
会）

受講料　無料
申込方法　住所･氏名･年齢･電話番号を明記し、ハ
ガキ･電話･FAXにて申し込みをお願いします。

申込先　市中央公民館（〒633-2165 大宇陀区中
庄202 583-1027）

申込締切　6月30日g

Y市中央公民館（183-2251／583-1027）
〒633-2165 大宇陀区中庄202
休館日：木曜日、祝祭日

『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー
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5月1日付で、組織再編に伴う人事異動を行いました。
これは、行政組織の簡素化を図るとともに、地方分権
時代に合った新たな行政課題に対応できる組織として
整備するものです。紙面の都合上、部長、次長、課長、
主幹、課長補佐級のみ掲載いたします。

【 】内は旧任
《市役所》
■部長級
総務部参事（企画・管財担当）中尾忠【財務部次長財政

課長事務取扱】 同付文化体育事業団派遣（局長）辻本文
昭【榛原地域事務所付文化体育事業団派遣（局長）】 財務
部参事（行革・情報担当）菊岡千秋【企画調整部長】
〔教育委員会事務局〕
事務局長　中田進【教育委員会事務局長・菟田野地域教

育事務所長】 参事(学務担当）字廻幸雄【大宇陀地域教育
事務所長・中央公民館長事務取扱】 参事（生涯学習担
当）･中央公民館長事務取扱　臺所直幸【室生地域教育事務
所長】
■次長・課長・主幹級
総務部企画課長　増田忠昭【財務部財政課主幹】 同主

幹　松岡保彦【室生地域事務所地域振興課アートアルカディ
ア推進室長】 同付文化体育事業団派遣（総務課）西田光
宏【菟田野地域事務所農林商工課長】 同派遣（平成子供
のもり公園）乾泰久【榛原地域事務所地域振興課付文化体育
事業団派遣（平成子供のもり公園）】 同派遣（文化会館）
松井政子【教育委員会事務局文化会館長】 同管財課長
欅啓典【市民環境部市民生活課主幹】 財務部財政課長
井上裕博【財務部財政課主幹】 同行政改革推進室長　東
勲【大宇陀地域事務所地域振興課主幹】 同収納課長　宮
下公一【榛原地域事務所土木建設課長】 同主幹　内田千
鶴子【菟田野地域事務所地域市民課長】 同情報システム
課長　尾崎康二【企画調整部情報システム課長】 同主幹
福田和弥【菟田野地域事務所地域振興課長】 市民環境部
市民課長　徳田準一【市民環境部市民生活課長】 同保険
年金課長　坂本憲清【榛原地域事務所農林商工課長】 同
人権施策課大宇陀人権交流センター所長　宮奥昭男【大宇陀
地域事務所人権交流センター所長】 同菟田野人権交流セ
ンター所長　中谷斉【菟田野地域事務所人権交流センター所
長】 同室生人権交流センター所長・室生児童館長　中尾
繁【室生地域事務所人権交流センター所長・児童館長】
同大宇陀児童館長　南勉【大宇陀地域事務所児童館長】
健康福祉部健康増進課長　井戸本綾乃【健康福祉部市民生活
課健康づくり対策室長】 同病院建設準備室長　福森章
【同病院建設準備室長】 同大宇陀保健センター所長　坂本
朝子【大宇陀地域事務所保健センター所長】 同菟田野保
健センター所長　谷岡洋子【菟田野地域事務所保健センター
所長】 同榛原保健センター所長　増田順作【健康福祉部
市民生活課榛原保健センター所長】 同福祉保健交流セン
ター所長（ぬくもりの郷）･国民健康保険直営診療所事務長
古野俊一【榛原地域事務所地域振興課付文化体育事業団派遣
（総務課）】 同厚生保護課長　大門宏次【健康福祉部福祉
政策課長】 同付社会福祉協議会派遣（大宇陀支所）山本
康代【大宇陀地域事務所地域市民課付社会福祉協議会派遣
（大宇陀支所）】 同福祉課長　藤田靜孝【健康福祉部市民
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■人事異動を行いました 福祉課長】 同主幹　中上裕五【企画調整部企画調整課
長】 同長寿介護課長　樋口光重【健康福祉部市民福祉課
主幹】 農林商工部農林課長　中出隆三【農林商工部産業
振興課長】 同主幹　堤正明【榛原地域事務所農林商工課
主幹】 同　西山三代【室生地域事務所農林商工課長】
同商工観光課長　太田光明【農林商工部産業振興課主幹（商
工観光担当）】 都市整備部公園課長　森井清秀【市民環境
部環境対策課主幹】 同建設課主幹　山本喜次【大宇陀地
域事務所建設課長】 市立病院事務局庶務課主幹　木下元
弘【市立病院事務局庶務課長補佐】
〔大宇陀地域事務所〕
産業建設課長　廣長俊夫【大宇陀地域事務所農林商工課

長】
〔菟田野地域事務所〕
地域振興課長　中西靖記【財務部収納課長】 地域市民

課長　松下美惠子【菟田野地域事務所地域振興課メイプルパ
ーク準備室長】 産業建設課長　久保裕一【同建設課長】
〔室生地域事務所〕
地域市民課長　東久博【室生地域事務所市民環境課

長】 同主幹　勝山頼子【同保健福祉課長・福祉保健交流
センター所長・国民健康保険直営診療所事務長】 産業建
設課長　曽良幸雄【同建設課長】
〔教育委員会事務局〕
教育総務課北宇陀学校給食センター所長　生駒廣一【教

育委員会事務局北宇陀学校給食センター所長】 同南宇陀
学校給食センター所長　吉岡義明【同南宇陀学校給食センタ
ー所長】 学校教育課長　笹次悟郎【同教育総務課主
幹】 生涯学習課長　中井富一【同社会教育課長】 同人
権教育室長　出口裕弘【同人権教育室長】 生涯学習課ま
ちづくりセンター所長　向井一夫【大宇陀地域教育事務所ま
ちづくりセンター所長】 同主幹　小峠清子【同主幹】
同中央公民館大宇陀分館長　福角啓子【同地域教育課
長】 同菟田野分館長　堂芝一成【菟田野地域教育事務所
地域教育課長】 同榛原分館長　山本富男【教育委員会事
務局社会教育課主幹】 同室生分館長・室生振興センター
事務長　仲尾博和【室生地域教育事務所地域教育課長】
同中央図書館長　小室茂夫【教育委員会事務局図書館長】
■課長補佐級
総務部企画課長補佐　藤本都志枝【健康福祉部市民福祉

課長補佐】 同　山口浩次郎【企画調整部企画調整課長補
佐】 同付文化体育事業団派遣（総務課）樋口裕彦【榛原
地域事務所地域振興課付文化体育事業団派遣（総務課）】
同（平成子供のもり公園）福田良昭【同（平成子供のもり公
園）】 財務部税務課長補佐　向智恵子【財務部税務課主
任】 同　登峠和憲【同】 同収納課長補佐　辰巳多美子
【同収納課主任】 同情報システム課長補佐　奥久幸【企画
調整部情報システム課長補佐】 市民環境部市民課長補佐
岸上克則【市民環境部市民生活課長補佐】 同保険年金課
長補佐　大谷佐江【同】 同　水本英男【同】 同人権施
策課大宇陀人権交流センター所長補佐　楠田美代子【大宇陀
地域事務所人権交流センター所長補佐】 同室生人権交流
センター所長補佐・室生児童館　西峯文雄【室生地域事務所
人権交流センター所長補佐・児童館】 同　藤田卓也
【同】 同　寺澤由美子【農林商工部産業振興課長補佐】
同室生児童館長補佐・室生人権交流センター　笹尾昭美【室

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

△
 

『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー



広報うだ　22

ません。ただし、機種によっては、一部使えない
ものもあります。

【加入補助】
なぜ補助期間を過ぎると、補助がなくなるのです
か？
今回の事業は国などの補助を受けて実施するも

のであるため、補助期間を設定する必要があり、
期間を過ぎると補助金を交付することができませ
ん。加入を希望される場合は、補助期間内にお申
し込みください。

市内に私の所有する住宅が２軒ありますが、補助
は２軒とも受けられますか？
それぞれの住宅について補助が受けられます。

私の家は店舗兼住宅ですが、補助は受けられます
か？
居住を目的とした建物が補助の対象となりま

す。したがって、店舗兼住宅のような併用住宅に
ついても補助が受けられます。

【デジタル化全般】
なぜテレビの電波がデジタルになるのですか？

地上テレビ放送のデジタル化は、現在の地上ア
ナログテレビ放送では提供できない、きれいな画
像、データ放送、双方向サービスなどの提供や、
電波の有効活用などを目的として、国の方針とし
て決定されました。その方針に従い、現在の地上
アナログ放送は、平成23年7月24日までに終了し
ます。

「こまどりケーブル」とは、どういった会社です

まもなく梅雨に入り雨が多くなる季節です。
この時期は、地盤が緩み、土砂災害が発生しやすくなります。
被害を最小限に抑えるためにも、一人ひとりが気象情報に注意して、日頃から避難経路や避難場所などを

確認し、危険な前ぶれを感じたら、早めに避難するようにしましょう。

6 月　は　土　砂　災　害　防　止　月　間　で　す

Y危機管理室（182-1304）

がけ崩れ
○がけから小石が落ちてく
る。

○がけに亀裂が入る。
○がけからの水が濁る。

こんな前ぶれに注意しましょう
地すべり

○地面にひび割れができる。
○沢や井戸の水が濁る。
○斜面から水がふき出す。

土石流
○山鳴りがする。
○雨が降り続いているのに、
川の水位が急に減り始め
る。

か？
地上デジタル放送への移行に伴い、県内の難視

聴地域のデジタル化対策などを目的として、KCN、
奈良県、該当の市町村などが出資して設立された、
第3セクター方式の会社です。既に県内の13町村
（整備時）の整備を完了し、サービスを提供して
います。

宇陀市内で整備の時期が違うのはなぜですか？

大宇陀区・榛原区と菟田野区・室生区で適用さ
れる国の補助金が異なるためです。

■テレビのデジタル化に関する詐欺にご注意ください
テレビの地上デジタル対応やアンテナ交換などを口

実にした詐欺が発生しています。身に覚えのない工事
や代金の請求などには十分ご注意ください。
また、こまどりケーブルへの支払いは、全て金融機

関からの引き落としであり、見積りや工事などの際に、
こまどりケーブルが現金で支払いを求めることは一切
ありません。
万が一、そのようなことがあれば、支払いに応じず、
情報システム課又はこまどりケーブルにご連絡くださ
い。なおこまどりケーブル及び関係の業者は、こまど
りケーブル及び関係の業者であることを証明する名札
をつけています。

■こまどりケーブル事務所開設のお知らせ
６月１日から、こまどりケーブル事務所を榛原ふれあ
いギャラリー内に開設し、ケーブルテレビ事業の案内や
予約申込の受け付けなどの業務を行います。
〔開設時間〕１０月３１日までは午前９時～午後６時３０分（火曜
日休業）※なお、従来の観光案内業務は引き続き行います。
Y情報システム課（182-2121）

『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー
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今年度より「こまどりケーブル」によるケーブルテ
レビ事業が始まりました。今月号では、ケーブルテレ
ビへの加入申込の方法やケーブルテレビQ&Aを掲載し
ます。
■こまどりケーブルに加入するには？
●加入申込の方法
6月1日より大宇陀区･榛原区に建物をお持ちの方

の加入申込受付を行います。加入を希望される方は、
今月号の折り込み『こまどりケーブルの予約申込に
ついて』に記載している予約申込書の提出方法をご
参照のうえ、提出してください。なお、菟田野区･
室生区に建物をお持ちの方の加入申込は、今しばら
くお待ちください。
●予約申込書の提出からサービス開始まで

1予約申込書の提出･･･予約申込書に必要事項を
記入し、『こまどりケーブルの予約申込につい
て』に記載している提出先へ提出してください。

2見積･工事担当者訪問･･･訪問日を連絡したうえ
で、こまどりケーブルの見積･工事担当者が訪
問し、工事費の見積りを行います。

3契約･･･訪問日を連絡したうえで、こまどりケ
ーブルの担当者が訪問し、詳細見積とサービス
の内容を説明し、契約を行います。初期費用に
ついて補助を受ける場合は、あわせて市の加入
促進補助金申請書をこまどりケーブルの担当者
に提出してください。

4工事･サービス開始･･･工事日を連絡したうえ
で、こまどりケーブルの工事担当者が訪問し、
工事を行います。工事完了後、テレビやインタ
ーネット、IP電話をご利用いただけます。

■あなたの疑問にお答えします
【テレビ】
こまどりケーブルに加入しても、今使っている地
上アナログテレビは使えますか？
平成23年7月まではこまどりケーブルでも地上

アナログ放送と地上デジタル放送が両方放送され
ているので、今お使いの地上アナログテレビでも、
地上アナログ放送がご覧いただけます。ただし、
地上アナログ放送終了後は、地上デジタル放送対
応テレビをご購入いただくか、地上デジタルチュ
ーナーや地上デジタルチューナー内蔵機器（地上
デジタルチューナー内蔵のビデオやDVDレコーダ
ーなど）をご購入いただき、現在お持ちのテレビ
に接続する必要があります。
また、デジタルプランをお申し込みいただいた
場合は、こまどりケーブルから貸し出される「デジ
タルホームターミナル」を現在お持ちのテレビに
接続するだけで地上デジタル放送がご覧いただけ
ます。

こまどりケーブルの月額利用料にNHK受信料は含
まれていますか？

■ケーブルテレビの加入受付を行います こまどりケーブルの月額利用料には、NHKの受
信料は含まれていません。別途お支払いいただく
必要があります。なお、こまどりケーブルには
NHK受信料が割安になるNHK衛星カラー受信料
の団体支払いもあります。

どんな場合追加の工事が必要になりますか？

既存のテレビ配線が、平行フィーダー線を使用
していたり、同軸ケーブルでも劣化や損傷の激し
い場合は交換が必要です。また、新たにテレビ受
信箇所を追加するなどで、配線を追加される場合
や、テレビの調整が4台以上必要な場合などは、
別途費用が必要です。

【インターネット】
パソコンの接続はどうなりますか？

基本的に屋外に設置するV-ONUからは単独露
出配線（光ケーブル）で光端末装置と接続します。
光端末装置からパソコンはLANケーブルで接続し
ますので、パソコンにLANボード（カード）が必
要です。また、ブロードバンドルータなどを使う
ことにより、２台以上のパソコンを接続すること
もできます。インターネットサービスにお申し込
みをされた方はご希望があれば、こまどりケーブ
ルがパソコンの設定まで行いますので、インター
ネット初心者の方でも安心です。

インターネットプランの変更はできますか？

１カ月に１回ならプランの変更ができます。た
だし、その場合１回につき3,150円（税込み）の
手数料が必要です。

現在、他のプロバイダーを利用していますが、メ
ールアドレスは引き継げますか？
こまどりケーブルのプロバイダーはKCN（近鉄
ケーブルネットワーク）ですので、現在、他のプ
ロバイダーを利用されている場合は、メールアド
レスが変わります。現在ご契約中のプロバイダー
がKCNの場合は、メールアドレスはそのまま引き
継ぐことができます。

【IP電話】
こまどりケーブルのIP電話（ケーブルライン）に
すると電話番号はどうなりますか？
今お使いの電話番号がそのままお使いいただけ
ます。その場合NTT回線の休止手続きなどが必要
です。

こまどりケーブルのIP電話（ケーブルライン）に
すると電話機を取り替える必要がありますか？
ほとんどの場合、今お使いの電話機がそのまま

お使いいただけますので、取り替える必要はあり



『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー

広報うだ　24

差　押　え　の　話
「いきなり差押えをされた。あんまりではないか。」
と言われる方があります。
税は、納期限内納付が大原則です。地方税法には、

督促発送日から11日を過ぎれば差し押さえしなけれ
ばならないと明示されています。
しかし、本市では、督促後も何度か催告書を送付

したうえで差押えを行っています。納付相談の機会
はあったはずです。
「払いたくても払えない･･･」そんな時は早めのご

相談を。
Y収納課（182-1352）

市では国民健康保険加入者の病気の予防と早期発
見に努め、重症化を防ぐことにより健康の維持増進
を図ることを目的として人間ドック、脳ドックの費
用を助成します。
希望される方は、申し込みしてください。
◆対象者（次のいずれにも該当する方）
①申込日現在において当市の国民健康保険に1
年以上加入している方で、受診日においても
引き続いて国民健康保険の加入者である方

②4月1日現在において満35歳以上満75歳未満
の方

③申込日現在において国民健康保険税の滞納が
ない方
なお、脳ドックによるＭＲＩ検査は強力な磁
気を使用するため、ペースメーカーや体内に金
属類、人工骨などを埋め込んでいる方は受けら
れないことがあります。

◆受診者負担金
○人間ドック　10,000円
○脳ドック　12,000円

※婦人科検診など追加希望検査項目の費用につ
いては、すべて個人負担となります。

◆申込方法
国民健康保険被保険者証と印かんを持参のうえ、
受診申込者の住所地の各地域事務所地域市民課
（榛原区の場合は、保険年金課）へ本人又は家族が
直接お申し込みください。
資格審査の上、助成決定者には後日受診票を送

付します。
なお、申込者多数の場合は、受診をご遠慮いた

だくことがあります。
◆申込期間
6月11日b～7月20日fまで

◆実施医療機関
◎人間ドック･･･宇陀市立病院（市内）、グラン
ソール奈良（市内）、県健康づくり財団（田原
本町）、平成記念病院（橿原市）
◎脳ドック･･･宇陀市立病院（市内）、グランソ
ール奈良（市内）、平成記念病院（橿原市）

Y保険年金課（182-3672）

◆狩猟免許講習会
【1回目】日時　6月30日g午

前9時30分～午後4時
場所　かしはら万葉ホール
（橿原市小房町）

【2回目】日時　9月29日g午
前9時30分～午後4時
場所　県農業総合センター
（橿原市四条町）

申込受付　講習日の10日前（必着）
◆狩猟免許試験
【1回目】日時　7月1日a午前9時30分～午後4時
場所　県農業総合センター（橿原市四条町）
【2回目】日時　9月30日a午前9時30分～午後4時
場所　県農業総合センター（橿原市四条町）
願書受付　試験日の10日前（必着）
※申し込みはそれぞれ6県猟友会（10742-26-8125
〒630-8253 奈良市内侍原町6-1）へ

Y6県猟友会（1 0742-26-8125）又は農林課
（182-3679）

■狩猟免許初心者講習会･試験のお知らせ

市では、有害鳥獣防除ライセンス（狩猟免許）を取
得する方に、助成金を交付する制度を設けています。
希望される方は、申請してください。
目的　防除技術を持つ人物を各地域で育成し、地域
ぐるみで効率的迅速な防除対策を行うため

申請手続　農林課及び各地域事務所産業建設課
持ち物　印かん
申請申込締切日 第1回目:6月29日f 第2回目:9月
28日f

免許試験種別　◎網　◎わな　◎第1種銃猟　◎第2
種銃猟

助成対象者　市内在住者に限る
助成金額　10,000円
※試験に合格後、実績報告書に免許状の写し及び県
狩猟登録の写しを添付して助成金を請求していた
だきます。

Y農林課（182-3679）又は各地域事務所産業建設課

■有害鳥獣防除ライセンス取得助成事業
6月1日現在で、全国一斉に「平成19年度商業統計

調査」が行われます。
この調査は、全国の卸売業、小売業をくまなく把握

して、事業所の分布状況や販売活動の実態などを全国、
地域ごとに明らかにすることを目的として実施され、
「商業の国勢調査」ともいわれています。
お答えいただいた内容を統計以外の目的に使うこと

は法律で禁止されておりますので、安心してご記入く
ださい。皆様のご協力をお願いします。
Y企画課（182-1362）

■商業統計調査にご協力を！

国民健康保険加入者のための人間ドック･脳ドック費用の助成について
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まちなみギャラリー
休館日　　毎週水曜日
開館時間　午前10時～午後5時

■「大宇陀区文化協会　花の木会」
による陶芸の展示

6月1日f～26日c

※入館料　無料

国民年金に任意加入していなかったことにより、障
害基礎年金等の受給権を有していない障害者の方に対
して、国民年金制度の発展過程において生じた特別な
事情を踏まえ、福祉的措置として「特別障害給付金制
度」が創設され、特別障害給付金請求書の受付が平成
17年4月1日から市町村役場で開始されています。
この給付金は、請求を受け付けした翌月分から支給

されることとなりますので、なるべく早く請求書を提
出してください。
なお、必要な書類が整わない場合であっても、請求

書の受付を行っています。まずは、早急に受付を行っ
てください。（不足している書類は後日提出していた
だくことになります。）
◆対象者
国民年金の任意加入の対象とされていた方で、
①昭和61年3月以前に被用者年金制度に加入（ま
たは受給等）されていた方の配偶者

②平成3年3月以前の学生
であって、当時、任意加入していなかった期間
内に障害の原因となった病気やけがの初診があ
り、現在、障害基礎年金の1級、2級相当の障害
の状態にある方が対象となります。
なお、障害基礎年金や障害厚生年金、障害共済

年金などを受給することができる方は、対象とな
りません。

◆支給額
○障害基礎年金の1級に該当する方
⇒月額　50,000円（平成19年度）

○障害基礎年金の2級に該当する方
⇒月額　40,000円（平成19年度）

※障害者手帳の等級とは異なります。
【ご注意】
○ご本人の所得が一定以上であるときは、支給額が
半額又は全額停止される場合があります。

○老齢年金、遺族年金、労災補償等を受給されてい
る場合には、その受給額分を差し引いた額が支給
されます。（その受給額が特別障害給付金の額を
上回る場合は、特別障害給付金は支給されませ
ん。）

○経過的福祉手当を受給されている方が、特別障害
給付金の支給を受けた場合は、経過的福祉手当の
受給資格は喪失します。

Y奈良社会保険事務局桜井事務所（10744-42-
0033）、保険年金課（182-3672）又は各地域事務
所国民年金係

■手続きはお済みですか？　特別障害給付金の請求はお早めに！

大規模地震の発生に備えた安全な地域づくりのため
に、古い木造住宅の耐震診断を早急に実施することが
大切です。このことから、宇陀市では、木造住宅の耐
震診断に要する費用の一部を補助します。
申込期間　6月1日f～9月28日f（※募集件数にな
り次第終了）

申込場所　営繕課
申込添付書類　申し込みには建築年月、延床面積、
構造などを確認するための建築確認通知書もしく
は登記簿謄本が必要です。（ない場合はご相談く
ださい。）

対象となる住宅（次の条件すべてに該当しているこ
とが必要）
○昭和56年5月31日以前に着工又は完成している
住宅

○木造住宅（枠組壁工法、在来軸組工法）
○2階建て以下
○延床面積250g以下の建物
○専用住宅、共同住宅、長屋住宅（必ず居住者の
承諾が必要）、併用住宅（延床面積の1/2以上を
住宅の用に使用していること）

○市内在住者が市内に所有している住宅
○申込戸数は1人1戸
○その他市既存木造住宅耐震診断事業実施要綱に
定める区域
※プレハブ住宅、丸太組工法（ログハウス）など
の住宅は対象となりません。

診断内容　間取りの確認、床下･天井裏を見るなど
の現地調査（2時間程度）

診断結果　報告書にて届けられます。（疑問につい
ては診断員にお尋ねください。）

診断料　耐震診断費用の3万円のうち2万円を補助し
ます（1万円については住宅の所有者の負担とな
ります。）

診断予定戸数　5戸（先着順）
診断者　「市木造住宅耐震診断員登録者名簿」に登
録された人

Y営繕課（182-5642）
※今回の耐震診断補助制度に関して、市役所から個人
宅への電話による勧誘や訪問による申し込みは一切
ありません。不審と思ったら、営繕課までご相談く
ださい。

■木造住宅の耐震診断補助制度



※税源移譲による税の負担増はありませんが、定率減
税が廃止されましたので、今まで減税されていた分
について住民税の負担は増えます。また、平成17年
1月1日現在、65歳以上の方（昭和15年1月2日以前
に生まれた方）で、前年の合計所得金額が125万円
以下の方の非課税措置の経過措置として平成18年度
は税額の3分の2を減額しましたが、平成19年度は
税額の3分の1の減額となりますので負担が増えるこ
とになります。

Y税務課（182-1306）
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6月から、ほとんどの方の個人住民税（市県民税）
が増えます。これは、税源移譲による個人住民税の増
加と定率減税の廃止等によるものです。
詳しくは、広報うだ5月号又は5月号の折り込みちら

しをご覧ください。
◆どうして変わるの？
○地方の自立に向けて国から地方へ3兆円の税源が移
譲されることになりました。この税源については、
国に納めている、所得税を減らしその分を住民税に
上乗せすることになります。

◆どう変わるの？
○住民税の所得割税率が一律10％になります。
○経済状況の回復傾向により定率減税が廃止されまし
た。

◆いつから変わるの？負担はどうなるの？
○給与所得者は平成19年1月分から、年金受給者は平
成19年2月の支給分から所得税（源泉徴収分）が既
に減っており、平成19年6月から住民税が増えます。

○事業所得者は、平成19年6月から住民税が増え、平
成20年2～3月の確定申告から所得税が減ります。

■6月から個人住民税（市県民税）が増えます

なお、交付申請の際には、国民健康保険被保険者
証と母子手帳（または、出産予定日を証する書類）
を持参してください。

◆支給方法
分娩後に受取代理人である医療機関等から、市に

分娩費請求書（写し）及び出産証明書（写し）が送
付され、出産育児一時金の支給要件を満たした場合、
支給決定を行い、以下のとおり支払いを行います。
なお、出産育児一時金の額は、一律35万円です。
◎分娩費請求書の額が35万円以上の場合

全額を医療機関等の所定口座に支払います。当
該請求額との差額は被保険者が医療機関等に支払
うことになります。
（例）請求額が50万円の場合･･･出産育児一時金
35万円を差し引いた差額15万円を、被保険者が
医療機関等に支払うこととなります。

◎分娩費請求書の額が35万円未満の場合
請求額として記載されている額を医療機関等の
所定口座へ振り込み、当該請求額との差額につい
ては、世帯主に対して支払います。
（例）請求額30万円の場合･･･出産育児一時金35
万円を差し引いた差額5万円は、世帯主の口座
へ振り込まれます。

Y保険年金課（182-3672）

お子さんを出産するときには多額の費用がかかりま
す。
国民健康保険では、出産費用の負担を少しでも和ら

げ、安心して出産を迎えられるよう出産育児一時金の
受取代理の制度をご利用いただけるようになりまし
た。
これは、世帯主が医療機関等を受取

代理人として、出産育児一時金を事前
に申請し、医療機関等が被保険者に代
わって出産育児一時金（35万円）を受
け取ることができる制度です。
◆対象者

国民健康保険の被保険者であって、出産育児一時
金の支給を受ける見込みがあり、かつ、出産予定日
まで1カ月以内の被保険者となります。なお、国民
健康保険税の滞納がある方は、代理受領の申請をお
受けできません。

◆申請方法
受取代理専用の出産育児一時金請求書（市保険年

金課又は各地域事務所地域市民課にあります）によ
り、交付申請をしてください。この請求書には、被
保険者と医療機関等の記入欄がありますので、医療
機関等の代理受領の承諾を得たうえで提出をお願い
します。

■国保出産育児一時金の受取代理制度について



した。

※「開示請求」とは、宇陀市の平成18年1月1日以後、合併前の大
宇陀町の平成14年4月1日以後、合併前の菟田野町の平成14年10
月1日以後、合併前の榛原町の平成15年10月1日以後、合併前の
室生村の平成15年7月1日以後に作成し、または取得した行政文
書等の開示を求めることをいいます。

※「部分開示」は、個人の氏名、住所などの個人情報にあたる部分
を不開示としたものです。

※「不存在」は、請求を受けた情報が調査の結果、存在しなかった
ものです。

Y総務課（182-1302）
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室生区上笠間444-1（197-2215）
開館時間　午前9時～午後5時
休館日　毎週月・火曜日

■昼下がりのコンサート
日時　毎週木曜日　午後2時～3時※6月28日のみ、室
生コーラス練習のため午後3時～4時

参加費　300円（飲食代）

■森の音楽喫茶『あなたの心にメッセージソ
ングを』

日時　6月10日a 午前10時30分～12時
朝食代（お茶付） 600円（限定50人）
お茶（クッキー付） 200円※どちらも予約券が必要
出演　歌:音楽の森ふれあい館　荒井館長、音楽の森ス
タッフ　村尾藍　ピアノ演奏:音楽の森スタッフ
福家明世･大山理保　ゲスト:かぎろひ夢バンド

■”音楽の森むろうコーラス””室生どんぐり

児童合唱団”平成19年度参加者募集中
指導　荒井館長、福家明世･大山理保（音楽の森スタ
ッフ）

【音楽の森むろうコーラス】
活動日　毎月第4木曜日　午後1時30分～3時
参加費　前期（4～9月）3,000円・後期（10～3月）
3,000円※おやつ代、郵送代など実費としていただ
くものです。

【室生どんぐり児童合唱団】
対象者　市内在住の小学1年生～中学3年生
活動日　原則として毎月第2土曜日　午後1時30分～3
時

会費　6,000円（平成19年度分、1カ月500円）※テ
キスト代、ワークショップ代などは別途必要。

Y音楽の森ふれあい館又は企画課（182-1362）

■「手作り作品展」（展示ホール）
趣味やアイディアを生かした手作りの作品展で

す。手芸･小間もの･焼きもの･粘土細工･自然を生
かした細工ものなど、アイディア作品を展示して
います。皆さんのご来館をお待ちいたします。ま
た、2回目の展示作品を募集していますので、文化
会館まで搬入してください。
展示期間　1回目　6月1日f～30日gまで／2回
目　7月7日g～8月5日aまで

作品搬入　2回目　6月20日dまで

大宇陀区拾生871（183-0977）
6月の休館日:5･12･19･26日

めがねのマツオ めがねのマツオ 
うたの区古市場 ＴＥＬ ＦＡＸ ８４‐２２５５ 

一級技能検定・奈良県知事賞受賞 

メガネ、時計、補聴器、写真 

情報公開制度は、公正で開かれた市政の運営を目指
し、市民の市政への参加を促進することで、市政に対
する市民の理解を深めていただく目的で設けていま
す。平成18年4月から平成19年3月までの運用状況を
お知らせします。
◆開示請求件数及び開示決定の状況（右表のとおり）
行政文書の開示請求の状況は、31件となっており、
開示請求に対する開示決定等の件数は、全部開示が
21件、部分開示が8件、不存在が1件、取り下げが1
件となっており、部分開示を含めた開示率は、
90.3％となっています。
◆不服申立ての状況
開示決定等に対する不服申立ては、ありませんで

■情報公開制度の運用状況をお知らせします
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図　書　館　だ　よ　り
■中央図書館だより
●おはなし会
★すくすくひろば（0～3歳）※3回とも同じ内容です。
6月12日c、26日c

1午前10時～10時30分　2午前10時45分～11
時15分　3午前11時30分～12時　

★ちゅーりっぷひろば（3歳～）
6月13日d、27日d 午後2時45分～3時15分
★たんぽぽひろば（6歳～）
6月13日d、27日d 午後3時30分～4時
★おはなしクラブ
6月9日g、23日g

午前10時30分～11時（3～5歳）
午前11時15分～11時45分（6～12歳）
●えいが会
日時　6月16日g 午前11時～　
内容　『いやだ　いやだ』

Y中央図書館（182-4749）【6月の休館日:4･11･18･
25日】

■大宇陀図書館だより
●おはなし会
日時　6月16日g 午前10時30分～
場所　2階和室
対象 2歳から小学校低学年とその保護者
内容　○すがたり『ちょっと　まって』○パネルシ
アター『ルルちゃんのたんじょうび』○カレンダ
ーをつくろう

●えいが会
日時　6月23日g 午前10時～　
場所　1階研修室
内容　『じてんしゃにのるひとまねこざる』

Y大宇陀図書館（183-0977）【6月の休館日：5･12･
19･26日】

【絵本】
■どうぐはなくても
N.チャルーシナ絵
V.ビアンキ原作

かなづち･のこぎり･
かんな･のみ･･･。人
間が家を建てるとき
には道具を使います。
けれど道具を使わず
つくる鳥たちの巣は、
人間の家も顔負けの出来栄え。カササ
ギ、ヨタカ、ツリスガラなど鳥たちの
素敵な巣を紹介。

【絵本】
■うさこちゃんと
ふえ
ディック･ブルー
ナぶん･え　まつ
おかきょうこや
く

ふわふわおじいちゃんは、森の中で
見つけた1本の棒から笛を作り、うさ
こちゃんにあげました。うさこちゃ
んがふいてみると、やわらかな木の
音がしました。お礼に何か楽しい曲
をふいてあげたいうさこちゃんです
が･･･？

話　題　の　新　刊　図　書

各宗　石碑　灯籠　あらゆる石材加工販売 

森　井　石　材　工　業 
0６３２‐０２０４　　室生区小原９１の１ 

　　　　電話　０７４３‐８２‐１６３３　 本社工場 

　ＦＡＸ　０７４３‐８２‐１６０２　 

【小説】
■ピアニシモ･ピアニ
シモ
辻仁成著

ひとりぼっちの少年
トオル、彼だけにし
か見えない親友ヒカ
ル。悪意に満ちた世
界の、不安と恐怖の闇を進む。その先
にともる希望をたよりに。はじめて愛
した人を救うために･･･。少年の奇跡
を描き尽くした感動の長編小説。

【教育･学校】
■連絡帳の書き方･文
例集
わたなべめぐみ著

連絡帳は保護者との大
切なコミュニケーショ
ン･ツール。もっとわ
かりやすく、気持ちが通じ合う書き
方を工夫しましょう。年齢ごと、季
節ごと、よくある事例ごとに何をど
う書けばよいか、良い例と悪い例を
比較しつつ紹介します。

市文化協会は市内の各サークルが結束し、44の部と
して組織され郷土社会の文化創造と振興に寄与し、会
員相互の交流と親睦を図ることを目的に新たにスター
トしました。また、日頃の練習の成果を発表する場と
して、文化展示会や芸能発表会を開催します。
加入を希望される方は、お気軽にお問い合わせくだ

さい。
◆文化部･･･短歌部、俳句部、写真部、油絵部、華道
部、書道部、彫刻部、盆栽山野草部、俳画部、陶芸
部、和紙ちぎり絵部、染花部、手芸部、粘土工芸部、
水彩画部、パソコン部、竹工芸部、水墨画部、フラ
ワーアレンジメント部、ペン習字部、ステンドグラ
ス部、手描友禅部、絵手紙部、郷土研究部、茶道部、
囲碁部、将棋部、自然研究部、野草料理部、情歌部

◆芸能部･･･詩吟部、民舞部、謡曲部、箏曲部、コー
ラス部、三味線部、詩舞部、ダンス部、大正琴部、
歌謡部、民謡部、和太鼓部、音楽部、リコーダー部

Y生涯学習課（184-3473）

■市文化協会の活動を行っています
団体名　かぎろひコーラス
会員数　38名（女38名）
活動概要　平成3年4月より
活動を始め、童謡･叙情歌
や新しいジャンルの歌な
ど月2回練習し、今まで
に原田幸一郎･京都フィルハーモニー等、プロの音
楽家との共演を楽しんだり、県芸術祭に参加できる
まで成長しました。心を寄せ合って一人ひとりの声
を大切にしながら、一曲をまとめ上げていく喜びは
格別なものです。現在、近隣のコーラスグループと
交流しながら、文化発表会･ロビーコンサートなど
に出演していますので、ぜひ見に来てください。

練習場所　市文化会館
練習日　第1･3土曜日（月2回）午後1時30分～3時30分
指揮者　大谷昭代
伴奏者　佐々岡泰子･吉村菜穂子･大森明美
連絡先　代表 坂本喜代枝（183-0280）

市民活動団体を紹介します（企画課）



国が主催する介護相談員養成研修を終了された下記
8名の方を、引き続き宇陀市介護相談員として委嘱し
ました。相談員の皆様には、市内の介護サービス提供
の場を訪れ、介護サービス利用者の声を直接聞き、サ
ービス利用者の不安や疑問を解消し事業者との調整役
として活動していただきます。
なお、相談員は次のとおりです。

【順不同･敬称略】

Y長寿介護課（182-3675）

純国産畳表・特撰藁床使用 
天気の良い日は空気の入れ替えをしましょう 

宇陀市大宇陀区上茶２０９２番地 
（宇陀市松山重伝建地区） 

電話　０７４５‐８３‐１７６３ 

厚生労働大臣認定 
一 級 技 能 士  

吉岡豊司・吉岡逸人 

『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー
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■宇陀市介護相談員を紹介します

橋口　倫子
榛原区ひのき坂2-2-15

182-6172

西村　道代
榛原区下井足1933-9

182-0280

尾上　リン
榛原区天満台東3-5-5

182-3956

仲島　正壹
榛原区池上216-2

182-1237

藤本　功
榛原区高井452
182-3130

大友　明
榛原区天満台西2-2-14

182-4616

芝根　喜美恵
榛原区天満台西4-21-11

182-4671

山下　正一
榛原区あかね台1-2-16

182-2259

現在、児童手当等を受けている人は、6月中に現況
届を提出してください。
これは、毎年6月1日現在の状況を記載し、引き続き

受ける要件があるかどうかを確認するために提出して
いただきます。提出されないと、資格があっても6月
分以降の手当てが受けられなくなります。
又、昨年度所得オーバーで受給できなかった人も、

所得額や扶養人数の変動で、受給できる場合がありま
すので、再度認定請求を行ってください。
持ち物 1現況届、2印かん、3請求者の健康保険
被保険者証などの写し（厚生年金･各種共済組合
に加入している人のみ）、4平成19年度児童手当
用所得証明（平成19年1月2日以降の転入者のみ）

提出先　福祉課又は各地域事務所児童手当係
その他 公務員は勤務先で手続きを行ってくださ
い。

Y福祉課（182-2236）又は各地域事務所児童手当係

■児童手当等の受給者は6月中に現況届の提
出を

宇陀市では、経済的理由により修学困難な生徒に対
して修学奨励を図るため、高等学校や大学などに入学
した人に対して入学支度金「ぬくもり修学奨励資金」
を支給します。
対象 次のすべての要件を満たす人
1学校教育法に規定する高等学校、高等専修学校、
高等専門学校、短期大学、大学に、平成19年度
に入学した人

2市内に住所がある人で、市民税非課税世帯である
人

3向学心に富み、将来のまちづくり活動に積極的に
取り組む意欲を持っている人

支給金額
高等学校、高等専修学校･･･6万円
高等専門学校･･･12万円
大学・短期大学･･･12万円
申込方法　申請書に必要事項を記入のうえ、添付書
類（○各学校発行の在学証明書　○平成18年分
市民税非課税証明書【発行は6月13日から】○住
民票の写し【世帯全員】）を添えて7月10日cま
でに学校教育課へ提出してください。

※申請書は、学校教育課（菟田野地域事務所内）、
市役所市民課又は大宇陀･室生地域事務所地域市
民課にあります。

Y学校教育課（184-3472）

■市ぬくもり修学奨励資金を支給します

時給　７３０円（深夜手当２２時以降） 
　　　※但し研修期間中は時給７００円 
募集部門　レストラン・温泉夜間清掃スタッフ 
年齢　５０歳まで 
就業時間　１.５時間～ご都合の良い時間でＯＫ 
応募方法　電話でご連絡ください 
★未経験者、長期アルバイト、高校生も大歓迎 
★土・日・祝日・年末年始、勤務できる方大歓迎 
※ご不明な点は、お気軽にお問い合わせください。 

市民引換カード（左下）をご利用いただくと、 
大人７００円を５００円に、小人３５０円を２５０円に割引 
きさせていただきます。 
営業時間：午前１０時～午後９時（毎月第２水曜日休館） 
【入館の諸注意】 
　・入れ墨・泥酔されている方のご入浴はお断りします。 
　・館内での事故・盗難に関しては一切責任を負えませ 
　　んのでご了承ください。 
　・高血圧・心臓病・動脈硬化・体調の悪い方は医師の 
　　指示を受けてください。 

(1８３‐４１２６) 
 

アルバイトスタッフ 大募集
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者
「
モ
リ
ア
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ガ
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ル
」

◆◆ ５月から各課のダイヤルイン番号が変わりました ◆◆

室生寺境内で撮影　【写真提供：船津順さん（榛原区）】

卵の大きさはソフトボール程

室
生
区
に
、
絶
滅
の
危
機
と
い
わ
れ
て
い

る
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
が
室
生
寺
と
、
林
野
庁

が
認
定
し
た
水
源
の
森
１
０
０
選
の
鶴
ケ
池

（
室
生
区
西
谷
）
に
生
息
し
て
い
ま
す
。

梅
雨
の
時
期
（
５
月
下
旬
か
ら
７
月
頃
）

に
な
る
と
、
産
卵
が
始
ま
り
ま
す
。
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は
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５
０
０
程
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す
。

こ
の
産
卵
は
、
樹
上
で
行
う
と
い
う
珍
し

い
も
の
で
、
池
・
沼
・
水
田
な
ど
の
水
面
に

張
り
出
し
た
木
の
枝
や
水
辺
の
草
む
ら
な
ど

に
、
黄
白
色
の
泡
状
の
卵
塊
を
産
み
ま
す
。

ふ
化
し
た
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
は
、
樹
上
か

ら
水
面
へ
と
落
ち
、
カ
エ
ル
と
な
り
山
に
か

え
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
モ
リ
ア

オ
ガ
エ
ル
が
産
卵
を
続
け
ら
れ
る
環
境
を
守

り
続
け
た
い
で
す
ね
。

６
月
10
日
に
は
、
鶴
ケ
池
で
第
11
回
観
察

会
（
県
野
生
生
物
保
護
委
員
会
主
催
）
が
行

わ
れ
ま
す
。

連
絡
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浦
上
方
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1
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‐
２
２
４
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）モリアオガエル

ら
ん
か
い
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